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つ
い
て
話
合
う
機
会
を
持
ち
、
避
難

場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち
出
し
品
な

ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓

練
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
て

　
　
　
　
準
備
し
て
お
く
も
の

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
、
救

援
物
資
が
届
く
ま
で
に
は
3
日
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
備
え
て
準
備
し
て
お
く

も
の
は
、
家
族
構
成
を
考
え
て
必
要

数
を
用
意
し
、
非
常
持
出
品
は

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
、

避
難
時
に
す
ぐ
取
り
出
せ
る
場
所
に

保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

No．706
平成2４年（201２）

３月１日号 ◆

◆

◆

クリーンセンター次期中間処理施設整備

事 業 ・ 経 緯 か ら 説 明 会 の 開 催 ま で

児 童 ・ 生 徒 表 彰

市の放射性物質除線実施計画

意 見 公 募 を 開 始 し ま す

…２

…２

…３

主 な 内 容

　
昨
年
の
3
月
　
日
に
発
生
し
た
東

11

日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も

避
難
所
で
の
生
活
を
余
議
な
く
さ
れ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生
後
、

速
や
か
に
避
難
所
を
開
設
し
、
避
難

さ
れ
る
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

円
滑
な
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
が
、
交
通

網
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
、
公
共
機
関

が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
（
自

助
）、
そ
し
て
、
自
分
達
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）。
み
な

さ
ん
も
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
普

段
か
ら
定
期
的
に
、
家
族
で
防
災
に

怯
非
常
持
出
品

　
避
難
す
る
と
き
、
ま
ず
最
初
に
持

ち
出
す
べ
き
も
の
で
す
（
左
図
「
非

常
持
出
品
一
覧
」
参
照
）。

怯
災
害
用
備
蓄
品

　
被
災
後
の
生
活
の
た
め
に
準
備
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

胸
食
料
…
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

カ
ッ
プ
麺
、
栄
養
補
助
食
品
な
ど
。

胸
水
…
一
人
1
日
3
渥
を
目
安
に
3

日
分
の
備
蓄
を
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ポ
リ
タ
ン
ク
へ
の
汲
み
水
の
ほ
か
、

風
呂
の
水
を
次
に
入
る
ま
で
残
し
て

お
く
習
慣
を
つ
け
る
と
、
生
活
用
水

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

胸
生
活
用
品
…
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と

予
備
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
毛
布
、
衣
類
、

洗
面
用
具
、
マ
ス
ク
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
な
ど
。

胸
工
具
類
…
家
屋
が
倒
壊
し
た
場
合

な
ど
に
備
え
て
、
救
出
活
動
に
使
え

る
ス
コ
ッ
プ
や
バ
ー
ル
、
の
こ
ぎ
り
、

車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
を
用
意
し
て
お

く
と
役
立
ち
ま
す
。

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
、
自

宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
人
が

多
数
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
む
や
み
に

移
動
を
開
始
せ
ず
、
身
の
安
全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
落
ち
着
い
て
交

通
情
報
や
被
害
情
報
等
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○伺 
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

煙
ま
ず
は
自
身
の
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

煙
慌
て
て
移
動
を
開
始
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

煙
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

煙
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の
被
害

状
況
な
ど
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

煙
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
安
全
を

最
優
先
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

○伺 
安
全
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に

煙
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
き

ま
し
ょ
う
。

煙
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー

カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水

や
食
糧
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

煙
事
前
に
発
災
時
の
安
否
確
認
の
方

法
や
集
合
場
所
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

煙
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
り
帰
宅
経
路
の

状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

煙
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そのほか：ライター（マッチ）、ろうそく、ナイフ、
缶切り、ビニール袋、ティッシュ、ウェット
ティッシュ、ビニールシート、生理用品。
乳幼児や高齢者がいる場合は、ほ乳瓶、紙おむつ
なども準備しておくと便利だよ！

▲懐中電灯：できれ
ば1人に1つを用意。
予備の電池と電球も
あわせて準備。

▲救急医薬品：消毒薬、
包帯、ばんそうこう、
かぜ薬、解熱剤、胃腸
薬など。常備薬があれ
ば、必ず準備。

葛携帯ラジオ：小型で
軽く、AM・FM両方を
聞けるものを用意。予
備電池も多めに準備。

葛非常食・飲料水：調理
の不要な缶詰、乾パン
など3日分を用意。水
はペットボトルで準備。
乳幼児がいる場合には
粉ミルクなども準備。

▲現金・貴重品：現金は、公
衆電話の利用も考慮して
10円硬貨も用意。貴重品は、
預金通帳、印鑑、健康保険証、
免許証のコピー、権利証書
など。

滑ヘルメット・軍手・
タオル・着替え（上
着・下着）：一人ひと
りに用意。着替えの
衣類は、長袖・長ズ
ボンを準備。

※
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
コ
ン
ビ

ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
と
徒

歩
帰
宅
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど

を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
頂
け
ま

す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
1

～
4
5
4
）。

緊急速報メールで災害時の緊急情報を配信
　市では平成23 年6月6日から、災害
時の緊急情報を一斉配信するNTTド
コモの「エリアメール」を導入してお
りますが、新たにソフトバンク、auが
同様のサービス「緊急速報メール」の
配信サービスを開始したことを受けて、
ソフトバンクが平成24 年1月30 日、au
は1月31 日から、「緊急速報メール」
を活用した災害・避難情報の配信を開
始いたしました。
恭「緊急速報メール」「エリアメール」
の概要・特徴
　「緊急速報メール」は、ソフトバンク
モバイル㈱およびKDDI㈱、「エリア
メール」は、NTTドコモの携帯電話向
けの災害情報伝達手段で、市内で利用
されている携帯電話（対応機種に限
る）に、情報を配信するシステムです。

臼通信料、月額使用料、情報料を含め
　て、無料で受信できます。
渦緊急速報メール・エリアメールは、
　メールアドレスを用いずに配信エリ
　ア内の対応携帯電話へ配信する仕組
　みのため、登録は不要で、仕事や買
　い物で印西市を訪れた人も受信でき
　ます。
嘘「緊急速報メール」「エリアメール」
　は、圏外（電波が不安定な場合）通
　話中の場合は受信できません。また、
　いずれの場合も受信できなかった
　メッセージについては、問い合わせ
　などで取得することもできません。
唄対応機種や受信設定の詳細につきま
　しては、それぞれの携帯電話会社の
　窓口またはホームページでご確認く
　ださい。

 大
規
模
災

大
規
模
災
害害
に
備
え
て
再
確
認

に
備
え
て
再
確
認
 

非
常
持
出
品
一
覧

 大
規
模
災
害
発
生
時

　
帰
宅
時
に
は
こ
ん
な
点
に
注
意
！

市民ふれあい懇談会
地区型懇談会を開催します

　「市民ふれあい懇談会」は、市長が直接市民のみな
さんと対話をし、みなさんの豊富な経験と知恵を活
かした建設的な意見・提案などを市政に反映させ、
市民参加の拡大を図りながら、「住みよいまち」をつ
くることが目的です。
　この度開催する「地区型懇談会」は、市内各地区
へ市長が自ら出向き、「平成24年度事業・予算」を
テーマに行う懇談会です。今回は下記の日程で開催
します。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・419）。

胸市民ふれあい懇談会の日程胸
時間日程会　　　場

いずれも
午後 3時～
 5時

3/24臥ふれあい文化館
3/25蚊本埜保健センター
4/7臥ふれあいセンターいんば
4/8蚊本埜ファミリア館
4/14臥中央公民館
4/15蚊中央駅前地域交流館
4/21臥小林コミュニティプラザ
4/22蚊平賀構造改善センター

葛
い
ん
ザ
イ
君
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を
重
ね
た
結
果
、
平
成
　
年
6
月
に

23

「
泉
・
多
々
羅
田
地
先
」（
左
上
図
参

照
）
を
建
設
予
定
地
に
決
定
し
ま
し

た
。講

演
会
・
説
明
会
を
実
施

　
こ
の
新
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

去
る
1
月
　
日
、
文
化
ホ
ー
ル
で
、

29

同
組
合
主
催
に
よ
る
「
印
西
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
講
演
会
・
説
明
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
横
田
勇
氏
（
静
岡

県
立
大
学
名
誉
教
授
）、
安
田
憲
二

氏
（
花
国
際
環
境
研
究
協
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
）、
荒
井
喜
久
雄

氏
（
花
全
国
都
市
清
掃
会
議
技
術
部

長
）
に
よ
る
、
ご
み
処
理
施
設
の
歴

史
や
焼
却
処
理
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
な
活
用
、
東
日
本
大
震
災

を
通
じ
て
見
た
施
設
の
耐
震
設
計
に

つ
い
て
講
演
。

　
第
二
部
で
は
、
管
理
者
・
副
管
理

平成２４年（２０１２）３月１日号（２）

決
定
ま
で
の
経
緯

　
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
で
構
成

さ
れ
る
「
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
」（
以
下
、
同
組
合
）
で
は
、

ご
み
を
安
全
・
安
定
に
処
理
し
、
ご

み
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
果
的
に

利
用
す
る
「
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現

在
「
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事

業
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
で
は
、
平
成
　
年
「
印
西

21

地
区
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
検
討

員
会
教
育
長
賞

▼
土
山
大
志
（
小
林
中
3
年
）
…
健

歯
児
童
生
徒
中
央
審
査
会
千
葉
県
教

育
委
員
会
教
育
長
賞

【
団
体
】

▼
印
西
中
学
校
陸
上
競
技
部
男
子
…

千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
男
子
総
合
の
部
第
3
位

▼
木
刈
中
学
校
陸
上
競
技
部
男
子
…

同
大
会
陸
上
競
技
大
会
男
子
総
合
の

部
第
2
位
　

▼
木
刈
中
学
校
陸
上
競
技
部
…
同
大

会
陸
上
競
技
大
会
男
女
総
合
の
部
第

3
位
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

共
済
千
葉
県
小
・
中
学
生
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
千
葉
テ
レ
ビ

放
送
社
長
賞

【
生
徒
】

▼
川
村
雅
俊
（
印
西
中
2
年
）
…
千

葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会
男
子
共
通
4
0
0
ｍ
第
1
位

▼
鈴
木
萌
子
（
船
穂
中
2
年
）
…
同

大
会
新
体
操
個
人
総
合
、
ク
ラ
ブ
、

リ
ボ
ン
第
2
位

▼
鈴
木
智
佳
（
船
穂
中
2

年
）
…
同
大
会
陸
上
競
技

大
会
女
子
共
通
棒
高
跳
第

3
位

▼
小
田
康
弘
（
木
刈
中
2

年
）
…
同
大
会
陸
上
競
技

大
会
男
子
共
通
砲
丸
投
第

3
位

▼
徳
間
俊
介
（
木
刈
中
2

学
年
）
…
同
大
会
陸
上
競

技
大
会
男
子
共
通
棒
高
跳

第
3
位

▼
羽
生
拓
矢
（
印
西
中
2

年
）
…
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
男

子
2
年
1
5
0
0
ｍ
第
2

位
▼
島
戸
星
（
船
穂
中
2

年
）
…
日
本
藝
術
文
化
環

境
書
道
展
千
葉
県
教
育
委

　
こ
の
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

お
よ
び
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
功
績
の
あ
っ

た
児
童
お
よ
び
生
徒
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　
去
る
2
月
3
日
に
教
育
委
員
会
教

育
長
か
ら
表
彰
状
を
児
童
・
生
徒
に

手
渡
し
ま
し
た
。

【
児
童
】

▼
伊
藤
花
奈
子
（
木
下
小
5
年
）
…

供
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
僑
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
千
葉
県
推
進
委
員
会
委

員
長
賞
（
県
知
事
賞
）　
　

▼
久
家
迅
雄
（
木
下
小
6
年
）
…
ち

ば
キ
ッ
ズ
陸
上
競
技
大
会
男
子
共
通

走
高
跳
第
2
位

▼
木
村
隼
人
（
滝
野
小
6
年
）
…
同

大
会
男
子
共
通
4
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
 第
1
位
、
男
子
共
通
　
ｍ
80

ハ
ー
ド
ル
第
2
位

▼
秦
琴
美
（
小
倉
台
小
6
年
）
…

キ
ッ
ズ
コ
ロ
シ
ア
ム
大
会
関
東
小
学

生
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
交
流
大
会
女
子

4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
第
1
位

▼
川
尻
伎
恵
（
平
賀
小
6
年
）
…
同

大
会
女
子
6
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
第

1
位

▼
岩
井
将
光
（
平
賀
小
6
年
）
…
同

大
会
男
子
共
通
4
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
第
1
位
、
男
子
6
年
1
0
0

ｍ
 第
1
位

▼
五
十
嵐
憲
斗
（
本
埜
第
一
小
6

年
）
…
同
大
会
男
子
6
年
走
幅
跳
第

1
位

▼
青
木
心
路
（
原
小
3
年
）
…
国
土

緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー

ル
千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

▼
松
本
華
歩
（
原
小
4
年
）
…
明
る

い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
千
葉
県
議
会
議
長
賞

▼
原
彩
花
（
滝
野
小
6
年
）
…
Ｊ
Ａ

委
員
会
」（
学
識
経
験
者
・
住
民
・

関
係
自
治
体
担
当
課
な
ど
で
構
成
）

を
発
足
。
構
成
自
治
体
に
事
業
対
象

用
地
の
抽
出
を
依
頼
、
合
計
6
カ
所

で
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
評
価
結
果
と
し
て
候
補
地
は

3
カ
所
に
し
ぼ
ら
れ
、
管
理
者
（
山

﨑
印
西
市
長
）
と
副
管
理
者
（
伊
澤

白
井
市
長
、
岡
田
栄
町
長
）
が
協
議
。

ご
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
と

地
球
温
暖
化
対
策
の
効
果
、
都
市
計

画
の
用
途
地
域
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
周
辺
の
景
観
、
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
性
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

印
西
市
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表

 印
西
市
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表
彰彰

 文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
多
分
野
で

　
市
内
児
童
・
生
徒
が
好
成
績
を
収
め
る

　▲各大会などで優秀な成績を収めた児童・生徒のみなさんに
　小野寺教育長（中央）から賞状が手渡されました

　子どもたちに、政治・選挙への
関心を持ってもらおうと、毎年
行っている「明るい選挙書き初
め」（印西市選挙管理委員会・印
西市明るい選挙推進協議会主催）
の入賞者が次のとおり決定。
　各小・中学校から1，519点（小
学生の部1，288点、中学生の部
231点）もの応募があり、厳正な
審査の結果、金賞9点、銀賞18
点、銅賞27点が選ばれました。
　金賞を受賞したみなさんは、
次のとおりです（敬称略）。
【小学生の部】
　榊原莉子（原小1年）
　齋藤颯大（小林北小2年）

　伊藤ほのか（滝野小3年）
　飯田あかり（滝野小4年）
　伊藤歩実（小倉台小5年）
　宮田美由紀（小林北小6年）
【中学生の部】
　中島未来（小林中1年）
　中神和也（小林中2年）
　吉田桃子（小林中3年）
■問 選挙管理委員会事務局（緯内
線442）。

力作ズラリ 入賞者決まる
　明るい選挙書き初め

者
以
下
、

同
組
合
・

各
自
治
体

関
係
課
と

来
場
者
に

よ
る
新
施

設
建
設
に

対
す
る
質

疑
応
答
が

行
わ
れ
ま

し
た
（
右
写
真
）。

　
質
問
で
は
「
新
設
の
必
要
性
」「
約

2
0
0
億
の
概
算
事
業
費
（
平
成
　23

年
3
月
時
点
）」「
候
補
地
の
選
定
方

法
」「
住
民
へ
の
事
前
周
知
」
を
中

心
に
、
多
数
の
来
場
者
か
ら
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
声
に
管
理
者
の
山
﨑
印

西
市
長
は
「
新
し
い
施
設
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
環
境
保
全
の
面
か
ら
考
え

て
も
、
必
要
な
施
設
。
住
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
対
話
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
印

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
術
班
（
緯

碓46 
2
7
3
3
）。

 印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業

 経
緯
か
ら
説
明
会
の
開
催
ま
で

▲『広報印西地
区かんきょうせ
いび』№12より

　
市
で
は
、
平
成
　
年
の
1
年
間
、
次
の
み

23

な
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
金
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
向
に
沿
っ
た
か

た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

【
寄
付
金
】
▼
ア
ロ
マ
を
楽
し
む
会
（
原
山
）

▼
立
正
佼
成
会
一
食
平
和
基
金
（
杉
並
区
）

▼
根
本
元
二
郎
（
木
下
）
▼
印
西
し
お
ん
幼

稚
園
（
松
崎
）

【
物
品
】
▼
佐
藤
幸
子
（
滝
野
）
▼
苛
藤
本

育
英
会
▼
落
合
初
美
（
高
花
）
▼
日
本
医
科

大
学
看
護
専
門
学
校
▼
遠
田
絵
理
子
（
船
橋

市
）
▼
東
京
電
力
珂
成
田
支
店
▼
大
森
幼
稚

園
卒
園
対
策
委
員
▼
シ
ン
レ
キ
工
業
▼
印
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
原
学
童
ク
ラ
ブ
保
護

者
会
▼
柳
下
智
早
（
鎌
ヶ
谷
）
▼
牧
の
原
「
お

役
に
立
ち
隊
」
▼
平
成
　
年
度
大
森
保
育
園

22

卒
園
児
保
護
者
一
同
▼
田
中
真
理
（
大
森
）

▼
安
東
ふ
み
代
（
西
の
原
）
▼
平
成
　
年
度

22

高
花
保
育
園
父
母
の
会
。

 　
み
な
さ
ん
の
温
か
い
善
意
に
感
謝

　
　
　
　
～
平
成
　
年
に
市
が
い
た
だ
い
た
寄
付
～
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　宮内町内会は、苛自治総合センターの
宝くじ助成金で、太鼓や笛、提灯などのコ
ミュニティ用具を整備。1月28日に行わ
れた浦部地区のお祭り「初囃子」で、整備
された提灯などが大いに活用されました。
　「初囃子」は、宮内・本郷・白幡の浦部三
地区に残る祭事。地元の男衆の背負い神
輿が、笛・太鼓のお囃子と共に同地区を周
ります。今回整備された提灯は、その背負
い神輿と共に、用いられました。
■問 市民活動推進課市民活動支援班（緯内
線344）。

宝くじ助成金で宮内町内会宝くじ助成金で宮内町内会がが
コミュニティ用具を整コミュニティ用具を整備備

滑
雪
が
残
る
中
、背
負
い

神
輿
を
先
頭
に
浦
部
三
地

区
を
回
る「
初
囃
子
」



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレ
ホンサービス（フリーアクセス）が無料で聞くことができま
す。放送内容が分からなかったときや、もう一度聴きたい
ときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認
できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）
を利用した場合、通話料は利用者負担となります。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコ
ンへのメール配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を
実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができ
ますが、あらかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』
の際の通信料、メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用
者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信し
てください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細については、市ホ
ームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

▲ QRコードも
利用可です

（３）平成２４年（２０１２）３月１日号

　市では、栄町と連携し、主要地方道鎌ケ谷
本埜線バイパスの早期完成および若草大橋
延伸線の早期事業化に関して、山﨑印西市長
と岡田栄町長が、千葉県知事に対して要望書
を提出しました。
　今回の要望では、地域住民の生活環境向上
および交通機能の強化を図り、県域を越えた
魅力ある地域づくりを実現するため、次の申
し入れを行いました。
①主要地方道鎌ケ谷本埜線バイパスの早期完
　成
②千葉県の道路整備計画へ若草大橋延伸線の
　早期位置付けと早期事業化
　なお、今回の要望活動には、地元選出の瀧
田千葉県議会議員、岩井千葉県議会議員にも
同席いただきました。
■問 企画政策課交通政策室（緯内線475、476）。

　市では、市民や関係機関など
の代表者で構成された印西市交
通安全対策会議により、平成23
年度～27年度までの交通安全
に関する施策を示した、第9次
印西市交通安全計画を策定しま
した。
　計画の主要施策は、「安全かつ
円滑な道路環境の整備」、「交通
安全意識の高揚」などの5項目
です。
　詳細は市ホームページまたは、
行政資料室（市役所１階）で縦
覧している計画書をご覧くださ
い。
■問 市民安全課市民安全班（緯内
線712）。

「病名に惑わされない、
正しい知識を持とう」

シリーズ・心の道標碓32 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　心の病気は、本人の気合や根性で治るもので
はなく、また、遺伝や環境のみが原因ではありま
せん。多くの場合、治療は長期間におよび、改善
するまでには、家族や周囲の人々の理解と協力
が必要です。
　しかし、正しい知識がなければ、支援の方法も
見つかりません。本人のために良かれと思って
やったことが、逆効果になることもあります。
また、家族のストレスが、病気の回復を大きく左
右します。
　ですから、本人の病気に対する理解も重要で
すが、家族自身が正しい知識を持つことも大切
です。
　そのためにも、本人には、医師の診察だけでは
なく、当事者ミーティング（医療機関でのデイケ
アなど）の参加、家族は、医療機関や保健所など
での学習や家族会に参加してみることも良いで
しょう。
　また、病気をきっかけに「家族」について、見
つめなおしてみることも良いでしょう。
　いずれにせよ、遠回りかもしれない治療も、必
ず「良くなる」と信じて、根気強く取り組みま
しょう。

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神
保健福祉士が相談に応じます。

 防災行政無線無料テレホンサービス 

 市
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
ご
意
見
を
公
募
し
ま
す

 印
西
市
放
射
性
物
質
除
染
実
施
計
画
（
案
）

　
市
で
は
「
印
西
市
放
射
性
物
質
除

染
実
施
計
画
」
に
つ
い
て
、
市
民
意

見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

に
よ
り
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

胸
閲
覧
場
所
…
市
役
所
、
各
支
所
・

出
張
所
・
公
民
館
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

胸
意
見
を
提
出
で
き
る
人
…
市
内
に

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
人

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
3
月
　
日
俄

12

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
任
意
様

式
に
「
印
西
市
放
射
性
物
質
除
染
実

施
計
画
（
案
）
に
関
す
る
意
見
公
募
」

と
記
入
。
ほ
か
に
意
見
、
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
も
明
記
し
、
下
記
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
提
出
。
氏
名
な
ど
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
も
の
は
無
効
で
す
。

※
応
募
す
る
諸
経
費
用
は
応
募
者
本

人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
6
～
3

6
7
・
胃
碓42 
7
2
4
2
・
■メール k

a
n
k

y
o
u
k
a
@
m
l.c
ity
.in
z
a
i.c
h
i

b
a
.jp

）。

災害に備えて防災情報提供災害に備えて防災情報提供をを
行っていま行っていますす

第9次印西市交通安全計画
が策定されました

主要地方道鎌ケ谷本埜線バイパスの早期完成およ主要地方道鎌ケ谷本埜線バイパスの早期完成およびび
若草大橋延伸線の早期事業化に関する要望活動を実若草大橋延伸線の早期事業化に関する要望活動を実施施

▲要望書は印西市・栄町の首長と地元選出の両県議会
議員から千葉県へ手渡されました

平成23年度文化財防災訓練

　市では、貴重な文化財を火
災などの災害から守るため、
毎年1月26日の文化財防火
デーに合わせて文化財防災訓
練を実施しています。本年度
は、去る1月29日、小倉地区

に所在する国指定重要文化財
の宝珠院観音堂を対象に、印
西西消防署や地元消防団、地
域住民が協力を得て、通報訓
練、初期消火訓練、放水訓練を
行いました。

文化財を火災から守るため消防署・地元住民が連携

▲火災を想定した放水訓練の様子

　
3
月
1
日
牙
～
7
日
我
ま
で

の
7
日
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
こ
の
時
季
は
、
空
気
が
非
常
に

乾
燥
し
、
火
災
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
ご
自
宅
な
ど
で
の
火
の
取

り
扱
い
に
は
、
家
族
み
ん
な
で
十

分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
災
に
よ
る
高
齢
者
な

ど
を
中
心
と
し
た
死
者
の
発
生

と
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

噛
平
成
　
年
度
印
西
地
区
消
防

23

組
合
防
火
標
語

　「
火
を
つ
け
た
 そ
こ
か
ら
あ
な

た
　
は
 責
任
者
」

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
。

■問 
消
防
本
部
予
防
課
（
緯
碓46 
9
9

7
1
）。

  春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す
 

　『広報いんざ
い』10月1日号
のこの欄で触れ
ましたが、平成
23年第3回印
西市議会定例会
で制定した「印
西市暴力団排除

条例」が、4月1日から施行されます。
　これに先立ち、去る2月8日、印西警察署と「暴
力団排除措置等を講ずるための連携に関する協定」
を締結しました。この協定により、条例に基づき暴
力団排除措置などを講ずる場合、印西警察署の協力
と支援が得られることとなり、暴力団排除の取り組
みを進めるのに心強いものとなりました。
　2月9日には、印西市議会臨時会が開催され、補正
予算が可決しました。これは、本年度中に早急に実
施すべき放射線量低減化対策に係る経費を増額した
ものです。
　経費の内容は、公立の小学校、幼稚園、保育園、
学童クラブや都市公園などの公共施設のうち、本年
度中に実施可能な一部施設敷地内の表土の除去と埋
め戻しなどや、市道の路面、桝(ます)、側溝などの
清掃と、今後公共施設などの放射線量の測定結果に
より、高い数値を示す個所が出た場合、緊急に除染
対応ができるよう、高圧洗浄機などの購入になりま
す。なお、一般会計の歳入歳出予算の総額は、
2,636万9千円を増額した、307億7,434万4千円
になりました。
　東日本大震災発生から1年。地震などの災害に備
えて、1ページに掲載した記事を参考に、各家庭で
も非常持ち出し品や災害用備蓄品などの再確認をお
願いします。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

協
定
書
を
手
に
す
る
古
川
印

協
定
書
を
手
に
す
る
古
川
印
西西

警
察
署

警
察
署
長長
賀賀
と
山
﨑
市

と
山
﨑
市
長長
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
敷

物
・
飲
み
物
持
参
。

■申 
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
F
A
X
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
胃
碓49 
4
5
1
1
・
3
月
　
日
25

蚊
ま
で
）
か
左
記
へ
。

■問 
齊
藤
（
緯
／
胃
碓42 
6
0
8
5
・
4

月
　
日
峨
ま
で
の
午
後
5
時
～
午
後

10
9
時
）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
展
示
会
】

「
雪
割
草
と
早
春
の
山
野
草
展
」

胸
出
展
…
大
江
戸
雪
割
草
友
の
会
、

ト
キ
メ
キ
山
野
草
ク
ラ
ブ
。

■時 
3
月
2
日
画
～
4
日
蚊
・
午
前
9

時
～
午
後
5
時
。

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
。

【
花
の
丘
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
】

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
で
、
早
春
の

ひ
と
時
を
外
」

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
よ
る
独
奏
、
三
重

奏
、
四
重
奏
、
五
重
奏
。

胸
出
演
…
あ
す
な
ろ
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
2
時
。

11

【
緑
の
教
室
】

「
カ
メ
ラ
入
門
～
花
を
撮
る
～
」

　
カ
メ
ラ
の
構
え
方
、
構
図
の
決
め

方
、
接
写
な
ど
の
方
法
を
学
ぶ
基
礎

講
座
で
す
。
お
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で

お
花
や
風
景
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

　
ご
自
身
の
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
機
種
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■時 
4
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

14

10

■定 
　
人
。

24
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）。

■申 
開
催
日
の
1
カ
月
前
の
午
前
9
時

か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理

事
務
所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

tt
p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/

k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

す
。
途
中
、
江
戸
前
ず
し
用
の
赤
酢

の
醸
造
で
知
ら
れ
る
食
酢
醸
造
工
場

の
見
学
も
あ
り
ま
す
（
約
7
娃
）。

■時 
3
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

16

30

午
後
3
時
　
分
。

30

※
集
合
は
、
東
武
野
田
線
馬
込
沢
駅

前
。
解
散
は
、
新
京
成
線
鎌
ヶ
谷
大

仏
駅
前
。

【
パ
ー
ト
衛
】

　
自
然
を
探
し
て
結
縁
寺
谷
津
を
散

策
し
ま
す
。
途
中
、
源
頼
政
伝
承
の

地
を
巡
り
ま
す
（
約
8
娃
）。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

25

30

午
後
3
時
　
分
。

30

※
集
合
・
解
散
は
、　
北
総
線
千
葉

N
T
中
央
駅
前
。

【
パ
ー
ト
英
・
衛
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
各
　
人
程
度
。

30

■費 
1
0
0
円
。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

持
参
。
雨
天
中
止
。

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

「
中
根
八
幡
神
社
の
獅
子
舞

ウ
ォ
ー
ク
」

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

中
根
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
は
「
オ
コ

ト
」
と
呼
ば
れ
、
春
の
農
作
業
が
始

ま
る
時
期
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
す
。

獅
子
舞
の
見
学
に
加
え
、
今
年
の
え

と
で
あ
る
辰
（
た
つ
）
に
ち
な
ん
で

「
龍
腹
寺
」
に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

　
春
た
け
な
わ
の
本
埜
地
区
を
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
集

15

11

30

合
～
午
後
4
時
解
散
予
定
（
雨
天
決

行
）。

■内 
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
→
龍
腹
寺

→
東
漸
寺
→
八
幡
神
社
→
牧
の
原
公

園
→
印
西
牧
の
原
駅
。

※
集
合
は
印
西
牧
の
原
駅
改
札
付
近
。

6
4
7
・
■携 
0
9
0
―
4
7
5
0
―

6
3
4
4
）。

い
ん
ざ
い
科
学
体
験
・
工
作
教
室

　
い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
の

主
催
で
、
東
京
電
機
大
学
教
員
に
よ

る
科
学
体
験
・
工
作
教
室
を
左
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
（
各
日
と
も
1
回

完
結
）。

■対 
小
学
生
の
親
子
（
4
年
生
以
上
で

あ
れ
ば
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
）。

■定 
各
回
　
組
　
人
（
申
し
込
み
多
数

16

32

の
場
合
は
抽
選
）。

■費 
無
料
。

■申 
3
月
8
日
牙（
必
着
）ま
で
に
、
い

ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.in
zai

-iu
c
.o
rg

）
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
か
、
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
連
絡
先
・
希
望
す
る
講
座
を

記
入
し
、
左
記
へ
郵
送
。

■問 
い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
講

座
係
（
〒
2
7
0
―
1
3
4
0
印
西

市
中
央
南
1
―
5
0
7
―
4
・
緯
碓46 

9
5
5
5
）。

里
山
散
策
会「春

風
に
さ
そ
わ
れ
て
」

【
パ
ー
ト
英
】

　
木
下
街
道
に
沿
っ
て
歩
き
、
自
然

や
戊
辰
戦
争
の
史
跡
な
ど
を
探
し
ま

平成２４年（２０１２）３月１日号（４）

パート英

春
休
み
映
画
会

「
カ
ン
フ
ー
パ
ン
ダ
2
」

■時 
3
月
　
日
華
・
午
前
　
時
　
分
～

20

10

30

正
午
（
開
場
は
　
時
）。

10

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
4
6
0
人
。

■費 
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）。

※
整
理
券
は
、
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び

各
公
民
館
で
3
月
1
日
牙
か
ら
配
布

し
ま
す
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
）。

の
栽
培
講
習
・
実
習
。

■対 
①
市
内
在
住
で
平
成
　
年
4
月
1

24

日
現
在
で
満
　
歳
以
下
の
人
（
　
歳

65

65

以
上
で
も
、
応
募
状
況
に
よ
り
受
講

可
）。

②
原
則
す
べ
て
の
研
修
に
出
席
で
き
、

研
修
日
以
外
の
ほ
場
管
理
作
業
な
ど

に
も
参
加
で
き
る
健
康
な
人
。

③
研
修
ほ
場
に
自
分
で
来
ら
れ
る
人
。

④
研
修
終
了
後
は
農
家
の
手
伝
い
が

可
能
な
人
。

■定 
【
水
稲
コ
ー
ス
】
8
人
。【
野
菜

コ
ー
ス
】　
人
。

10

■費 
各
コ
ー
ス
2
万
円
（
傷
害
保
険
料
、

種
苗
代
、
肥
料
代
な
ど
）。

■申 
3
月
　
日
画
ま
で
に
、
申
込
用
紙

16

（
農
政
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
持
参
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
書
類
審
査
に
よ
り

決
定
）。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

5
）。

国
際
交
流
協
会
「
英
会
話
講
座
」

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講
師

と
話
せ
る
英
会
話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
初
級
ク
ラ
ス
（
新
規
募
集
）】

■時 
4
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■定 
　
人
。（
先
着
順
）

20
噛
講
師
…
ア
メ
リ
カ
出
身
の
男
性
。

【
中
級
ク
ラ
ス
（
追
加
募
集
）】

■時 
4
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）

10
噛
講
師
…
八
田
マ
リ
氏
（
カ
ナ
ダ
出

身
）。

【
両
ク
ラ
ス
共
通
】

■費 
月
3
街
0
0
0
円
の
ほ
か
、
国
際

交
流
協
会
の
年
会
費
2
街
0
0
0
円

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
国
際
交
流
協
会
・
大
津
 （
緯
碓97 
1

市
民
農
業
講
座

　
市
で
は
、
農
家
の
即
戦
力
と
な
り

う
る
人
材
お
よ
び
新
規
就
農
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、「
市
民
農
業
講
座
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
栽
培
に
お
け
る
一
連
の
作
業

を
自
ら
行
い
学
ん
で
い
た
だ
く
実
践

的
な
講
座
で
す
。

胸
期
間
…
4
月
上
旬
～
　
月
下
旬

10

（
約
6
カ
月
間
）。

■場 
【
水
稲
コ
ー
ス
】
和
泉
・
小
林
。

【
野
菜
コ
ー
ス
】
竹
袋
。

■内 
【
水
稲
コ
ー
ス
】
水
稲
の
栽
培
講

習
・
実
習
。【
野
菜
コ
ー
ス
】
野
菜

見
い
だ
す
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

胸
日
程
…
4
月
か
ら
3
月
ま
で
の
原

則
土
曜
日
の
　
回
。

25

■内 
左
表
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

（
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
各
公
民
館
に
掲
載
の
「
ア
カ
デ

ミ
ー
だ
よ
り
」
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

■対 
　
歳
以
上
。

20
■定 
　
人
。

30
■申 
3
月
　
日
臥
ま
で
に
、
電
話
で
左

31

記
ま
で
（
先
着
順
）。

　
印
西
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
地
域

で
よ
り
い
き
い
き
と
活
動
す
る
た
め

の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
「
ふ
る
さ

と
印
西
」
を
中
心
と
し
た
2
年
間
の

講
座
で
す
。

　
1
年
目
は
歴
史
か
ら
健
康
、
福
祉
、

人
権
、
行
政
、
世
代
間
交
流
、
防
災

体
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
総
合
学
習
。

そ
し
て
2
年
目
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

自
主
学
習
で
す
。

　
年
間
を
通
し
て
仲
間
と
共
に
学
び

合
い
、
生
涯
に
わ
た
る
生
き
が
い
を

講
座
・
催
し

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　（
中
央
公
民
館
内
・

緯
碓４２ 
２
９
１
１
）

そ
の
ほ
か

胸平成24年度　印西市民アカデミー1年生　学習プログラム胸
午後の講座午前の講座月回

笑顔でオリエンテーション入学式・学び、育てる夢・未来「生涯学習」とは何か4月1
歴史を学ぶ！ドラマティック印西①先達に学ぶ～アカデミー卒業生研究発表～

5月
２

水面から印西を学ぶ福祉制度を学ぶ3
50万冊の情報を使いこなそう～図書館活用及び図書館職員体験～

6月
4

救急救命について技術革新の裏側を学ぶ5
議会のしくみについて学ぶ印西市の基本計画を学ぶ

7月
6

夏場の健康法(つぼ体操)共生の台所術を学ぶ～エコ調理実習～7
次世代へつなぐ環境づくりを学ぶ賢い消費生活を学ぶ8
福祉・介護の現場から学ぶ介護のあり方について学ぶ

8月
9

歴史を学ぶ！ドラマティック印西②健康作り～食～10
みんなが幸せに暮らすために…「人権啓発センター見学・人権についての講義」

9月
11

松戸から印西をみる災害に立ち向かう力をつける（西部防災センター見学）1２
世代間交流学習「小学生の研究発表」郷土名物「煎餅」の歴史と体験13

近世文化にふれる～古の旅路・三社詣～
10月

14
印西の里山巡り福祉体験15
世代間交流学習「アカデミー生発表」世代間交流学習にむけて

11月
16

陶芸体験①健康を手に入れよう～ニュースポーツ体験～17
印旛歴史民俗資料館・文化財巡り暮らしを支える年金制度を学ぶ

12月
18

印西の年中行事日本の文化にふれる～落語～19
みんなが幸せに暮らすために…「男女共同参画社会を学ぶ」陶芸体験②平成

25年
1月

20
白鳥の郷で地域活動を学ぶ国際化時代の生き方を学ぶ21
福祉体験談環境問題を学ぶ22
印西の石造物地域の力で子どもを育てるには…

2月
23

災害に立ち向かう力をつける歴史を学ぶ！ドラマティック印西③24
「学習のまとめ」・修了式地域の一員としての役割3月25

 印
西
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
　
期
生
を
募
集

15

胸いんざい科学体験・工作教室日程表胸
講師内容日

土肥紳一准教授パソコンおもしろ
じょうほう体験3月22日牙

伊藤俊介准教授紙工作でまちを作ろう23日画

斎藤博人講師「イライラ棒」を作ろう
～電気の性質を知る～26日俄

上野洋一郎教授ソーラーカーを作ろう27日峨
※時間は、各日午後4時～5時30分。
※会場は、いんざい産学連携センター（中央南）。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

怯
梅
后
流
「
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
」

の
会
・
無
料
体
験
会

　
踊
り
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
3
月
7
日
我
、　
日
我
、　
日

14

28

我
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■問 
熊
谷
（
緯
碓46 
9
2
3
4
）。

怯
プ
ロ
が
伝
授
！
お
家
で
せ
っ

け
ん
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
い
る
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
屋
さ
ん
・
茂
木
孝
夫
氏
に
よ

る
実
演
と
お
話
。

■時 
3
月
8
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。 

■定 
　
人
。
■費 
1
0
0
円
（
資
料
代
）。

30
■他 
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
託
児
あ
り
。

■申 
3
月
6
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
（
先

着
順
）。

■問 
印
西
 水
と
暮
ら
し
を
守
る
会
・
竹

内
（
■携 
0
9
0
―
3
9
0
7
―
8
3

5
5
・
■メール in

zaim
izu
k
u
ra@
y
a

h
o
o
.co
.jp

）。

怯
松
虫
姫
伝
説
と
地
域
の
自
然

を
楽
し
む
ミ
ニ
ハ
イ
ク

　
う
ら
ら
か
な
日
差
し
の
中
、
美
し

い
里
山
を
歩
い
て
松
虫
姫
伝
説
の
歴

史
と
地
域
の
自
然
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
（
雨
天
中
止
）。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
集

11

10

合
・
北
総
線
印
旛
日
本
医
大
駅
前
）。

■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

■他 
谷
津
田
の
あ
ぜ
を
歩
く
の
で
、
汚

れ
て
も
よ
い
靴
で
お
願
い
し
ま
す
。

■申 
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守

る
会
・
田
中
（
緯
碓98 
1
1
6
8
・
午

後
6
時
～
9
時
）。

怯
憲
法
を
知
り
考
え
る
つ
ど
い

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

18

30

4
時
　
分
。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

（５）平成２４年（２０１２）３月１日号

男
子
壮
年
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
壮
年
ダ

ブ
ル
ス
】、　
日
華
【
男
子
壮
年
シ
ン

29

グ
ル
ス
、
女
子
壮
年
シ
ン
グ
ル
ス
】・

8
時
　
分
～
（
受
け
付
け
午
前
8
時

30

～
。
予
備
日
は
4
月
　
日
菓
、
5
月

30

6
日
蚊
）。

※
壮
年
は
　
歳
以
上
。

50

■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
牧

の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
内
在
住
者
も
し
く
は
印
西
市
硬

式
テ
ニ
ス
連
盟
加
盟
者
。

■費 
ダ
ブ
ル
ス
①
印
西
市
テ
ニ
ス
連
盟

加
入
ペ
ア
1
組
2
街
0
0
0
円
、
②

連
盟
加
盟
者
と
未
加
盟
者
ペ
ア
1
組

2
街
5
0
0
円
、
③
連
盟
未
加
盟
者

ペ
ア
1
組
3
街
0
0
0
円
。
シ
ン
グ

ル
ス
①
連
盟
加
盟
者
1
街
5
0
0
円
、

②
未
加
盟
者
2
街
0
0
0
円
。

※
中
・
高
生
は
ダ
ブ
ル
ス
1
組
1
街

0
0
0
円
、
シ
ン
グ
ル
ス
7
0
0
円
。

■申 
3
月
　
日
牙（
必
着
）ま
で
に
、
所

15

定
の
申
込
書
（
入
手
場
所
は
松
山
下

街
か
ど
心
の
相
談

　
不
登
校
や
中
退
な
ど
で
学
校
に
行

け
な
い
悩
み
や
、
そ
の
ほ
か
精
神
的

な
悩
み
な
ど
、
精
神
保
健
福
祉
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
我
・
午
前
　
～
正
午
。

21

10

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
直
接
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

街
か
ど
心
の
相
談
番
外
編

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

■時 
3
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

21

30

3
時
　
分
。

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■内 
対
人
関
係
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

の
改
善
・
学
習
。

■対 
　
歳
か
ら
　
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が

15

35

■内 
大
震
災
・
原
発
事
故
後
の
日
本
の

今
後
と
憲
法
の
役
割
。
噛
講
師
…
渡

辺
治
氏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）。

■費 
3
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
印
西
九
条
の
会
・
廣
瀬
（
■携 
0
9

0
―
1
7
0
6
―
2
5
7
2
）。

怯
年
少
児
の
正
し
い
健
全
育
成

に
注
目
の
国
際
囲
碁
と
新
し
い

女
性
囲
碁

　
手
軽
な
国
際
交
流
と
し
て
昨
今
話

題
の
ア
ミ
―
碁
で
は
、
手
筋
と
好
手

が
中
心
テ
ー
マ
。

■時 
毎
週
土
、
日
曜
日
・
午
後
1
時
～

4
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■費 
5
0
0
円
（
賛
助
会
費
半
年
分
）。

■問 
北
総
囲
碁
・
中
西（
緯
碓37 
7
4
2
3
）。

怯
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
3
回
）

■時 
3
月
3
日
臥
、　
日
臥
、　
日

10

20

華
・
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

※
雨
天
実
施
。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
（
原
山
）。

■内 
前
半
1
時
間
「
正
し
い
歩
き
方
実

技
」。
後
半
1
時
間
「
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
＆
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」。

噛
講
師
…
富
所
正
史
氏
（
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
）。

■対 
　
歳
以
上
。

40
■定 
　
人
（
当
日
受
け
付
け
）。

30
■費 
3
回
分
一
括
2
街
5
0
0
円
（
体

験
1
回
1
街
0
0
0
円
）。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
第
二
回
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
印
旛

　
フ
ル
、
ハ
ー
フ
の
コ
ー
ス
で
、
コ

ス
プ
レ
ゴ
ミ
拾
い
や
国
際
ス
ポ
ー
ツ

交
流
が
目
的
の
非
競
技
イ
ベ
ン
ト
。

■時 
4
月
1
日
蚊
。

■対 
日
本
と
タ
イ
の
被
災
地
や
印
旛
沼

水
環
境
の
再
生
の
た
め
に
、
1
万
円

を
寄
付
金
と
し
て
委
託
で
き
る
人
。

　
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
へ
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
西
（
緯
碓36 
7

4
5
8
）。

第
　
回
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン

31
大
会
開
催
に
伴
う
交
通
規
制

　
3
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
か

25

30

ら
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
ラ

ン
ナ
ー
が
、
佐
倉
市
岩
名
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
印
旛

沼
や
風
車
が
見
え
る
景
色
の
中
を
走

り
抜
け
る
第
　
回
佐
倉
朝
日
健
康
マ

31

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
日
は
コ
ー
ス
と
な

る
舟
戸
大
橋
、
佐
倉
印
西
線
、
師
戸

江
川
線
お
よ
び
周
辺
道
路
の
一
部
が
、

交
通
規
制
（
午
前
9
時
　
分
～
午
後

30

3
時
　
分
ご
ろ
ま
で
）
さ
れ
ま
す
。

30

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ラ

ン
ナ
ー
に
十
分
に
注
意
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
路
上
駐
車
の
禁
止
や
コ
ー

ス
の
安
全
確
保
な
ど
へ
の
ご
協
力
と

温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
緯
0
4
3
―
4

8
5
―
2
9
2
9
）。

春
季
第
　
回
37

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

■時 
4
月
1
日
蚊
【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
】、
8
日
蚊
【
男
子
ダ

ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
男
子
壮

年
シ
ン
グ
ル
ス
、
女
子
壮
年
シ
ン
グ

ル
ス
】、　
日
蚊
【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

15

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】、　
日
蚊
【
男
子

22

シ
ン
グ
ル
ス
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

ス
ポ
ー
ツ

ち
な
若
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
活
動

を
行
い
ま
す
。

■申 
初
回
参
加
者
は
、
事
前
面
接
を
行

い
ま
す
。
左
記
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、
行
政
書
士
が
丁

寧
に
お
答
え
し
ま
す
。
ど
ん
な
事
で

も
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

17

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
相
続
手
続
き
と
遺
言
書
の
作
成
、

成
年
後
見
制
度
、
各
種
契
約
書
と
内

容
証
明
郵
便
の
作
成
、
交
通
事
故
の

処
理
、
外
国
人
の
在
留
手
続
き
、
そ

の
ほ
か
。

■問 
行
政
書
士
印
西
地
区
会
・
柏
木

（
緯
碓47 
0
8
5
7
）。

申
告
は
お
早
め
に

　
市
民
税
・
県
民
税
お
よ
び
所
得
税

の
申
告
期
限
は
3
月
　
日
牙
で
す
。

15

　
例
年
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
自
分
で

書
い
て
、
忘
れ
ず
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

書
は
市
民
税
課
、
確
定
申
告
書
は
税

務
署
へ
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

■問 
【
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
】
市

民
税
課
市
民
税
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
3
1
7
～
3
1
9
・
3

2
9
）。【
確
定
申
告
書
】
成
田
税
務

署
（
〒
2
8
6
―
8
5
0
1
成
田
市

加
良
部
1
―
　
・
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

15

e
‐
T
a
x（
所
得
税
電
子
申
告
、

納
税
）を
利
用
す
る
場
合
は

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
、

e
‐
T
a
x
（
所
得
税
電
子
申
告
、
納

税
）
を
利
用
し
て
行
う
人
が
近
年
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
e
‐
T
a
x
を

利
用
す
る
に
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
お
よ
び
電

子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
平
日
市
役
所
な
ど
へ
来

庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
左
記
の

土
曜
日
に
市
民
課
を
開
庁
し
、
申
請

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

■時 
3
月
3
日
臥
・
午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
3
時
。

■場 
市
役
所
市
民
課
（
大
森
）。

※
申
請
の
際
、
本
人
確
認
と
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
を
行
い
ま
す
。
必
ず
申

請
者
本
人
が
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
必
要
な
も
の
…
①
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公
署
が
発
行

し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書
（
有
効
期

限
内
の
も
の
）
②
写
真
付
住
基
カ
ー

ド
を
希
望
の
場
合
は
、
写
真
1
枚

（
上
半
身
、
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
で
、

6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。
縦

4
・
5
唖
×
横
3
・
5
唖
）。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

て
、
電
子
証
明
書
の
申
請
を
す
る
場

合
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
を
持
参
。

■費 
住
基
カ
ー
ド
5
0
0
円
、
電
子
証

明
書
5
0
0
円
。

※
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公
署
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
2
3

4
・
2
3
7
）。

軽
自
動
車
税
は

4
月
1
日
の
所
有
者
に
課
税

　
軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在

の
所
有
者
（
ロ
ー
ン
に
よ
る
購
入
で

所
有
権
が
売
り
主
に
あ
る
場
合
は
使

用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

毅
印
西
市
以
外
へ
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
。

毅
軽
自
動
車
等
を
使
用
し
な
く
な
っ

た
と
き
。

毅
譲
渡
し
た
と
き
。

毅
盗
難
な
ど
で
車
が
無
い
と
き
（
警

察
へ
の
盗
難
届
だ
け
で
は
廃
車
に
な

り
ま
せ
ん
。
左
上
表
の
手
続
き
場
所

で
廃
車
申
告
が
必
要
で
す
）。

※
県
外
で
廃
車
、
譲
渡
の
手
続
き
を

し
た
と
き
は
、
廃
車
申
告
書
（
旧
市

税
金

町
村
分
）
を
市
民
税
課
市
民
税
班
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
を
怠
る
と
、
い
つ
ま
で
も

登
録
名
義
人
に
課
税
さ
れ
る
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
3
月

　
日
画
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

30■問 
市
民
税
課
市
民
税
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
3
1
7
～
3
1
9
、

3
2
9
）。

胸軽自動車などの手続き胸
手続き場所対象車両

市民税課（緯内線317～319・329）
印旛支所市民福祉課（緯碓98 1111）
本埜支所市民福祉課（緯碓97 1111）

バイク（１２５穐以
下）、小型特殊自動
車（耕運機・トラク
ターなど）

千葉運輸支局習志野自動車検査登録事務所
（船橋市習志野台8－57－1・緯050－5540
－2024）

バイク
（１２５穐を超える
もの）

軽自動車検査協会千葉事務所習志野支所
（船橋市習志野台8－56－1・緯047－461－
6600）

三輪・四輪の
軽自動車

公
園
総
合
体
育
館
）
と
参
加
費
を
添

え
、
現
金
書
留
に
て
左
記
へ
。

※
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
会

要
綱
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
お

よ
び
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

で
確
認
す
る
こ
と
。

■問 
斎
藤
輝
一
（
〒
2
7
0
―
1
3
2

6
印
西
市
木
下
1
3
4
1
―
1
・
■ＨＰ 

h
ttp
://sp

o
rts.g

e
o
citie

s.j
p
/in
zaitc/

）。

春
季
市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

17

15

（
受
け
付
け
8
時
　
分
・
雨
天
決
行
）。

30

■場 
成
田
射
撃
場
（
山
田
）。

■対 
平
成
　
年
3
月
現
在
市
内
在
住
・

24

在
勤
の
人
。

■費 
5
街
0
0
0
円
。

■申 
3
月
1
日
牙
～
　
日
画
ま
で
に
、

16

左
記
へ
。

■問 
印
西
市
ク
レ
ー
射
撃
協
会
・
藤
岡

（
緯
碓42 
6
1
1
8
）。

相
談
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２４年（２０１２）３月１日号（６）

パート衛

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■他 
筆
記
用
具
持
参
。
保
育
を
希
望
す

る
場
合
、
一
人
5
0
0
円
。

■申 
3
月
9
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千

葉
（
緯
碓42 
0
9
1
1
）。

怯
～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
～

全
国
親
の
会
千
葉
・
稲
毛
大
会

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

25

10

30

午
後
4
時
　
分
。

15

■場 
千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館
（
千
葉

市
稲
毛
区
）。

■内 
第
1
部
・
体
験
談
と
質
疑
応
答
、

第
2
部
自
律
訓
練
と
話
し
合
い
。

※
第
1
部
の
み
も
可
。

噛
講
師
…
金
盛
浦
子
氏
（
東
京
心
理

教
育
研
究
所
所
長
）。

■対 
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・

家
庭
内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
の
子

ど
も
を
持
つ
人
、
子
育
て
で
悩
ん
で

い
る
人
な
ど
。

■定 
4
0
0
人
。
■費 
無
料
。

■申 
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
（
先
着

順
）。

※
第
1
部
の
み
保
育
あ
り
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
（
セ
ピ
ィ
）

倶
楽
部
（
緯
0
3
―
3
9
4
2
―
5

0
0
6
・
胃
0
3
―
5
9
4
0
―
4

0
3
0
※
受
付
時
間
は
、
火
～
土
曜

日
・
前
　
時
　
分
～
午
後
3
時
）。

10

30

怯
オ
ペ
ラ
出
演
者
募
集

　
あ
び
こ
声
楽
家
協
会
は
、
9
月
　20

日
に
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
「
蝶
々
夫

人
」（
イ
タ
リ
ア
詩
全
曲
公
演
）
を

行
う
に
当
た
り
、
合
唱
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■対 
年
齢
性
別
経
験
不
問
。

■費 
月
3
街
0
0
0
円
（
楽
譜
希
望
者

は
初
回
4
街
0
0
0
円
）。

　
練
習
は
、
週
末
を
中
心
に
月
3
、

4
回
・
我
孫
子
市
内
公
共
施
設
で
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
あ
び
こ
声
楽
家
協
会
・
出
沼
（
緯

0
4
―
7
1
8
3
―
3
6
3
7
）。

怯
忍
者
あ
そ
び
を
し
よ
う

①
『
忍
者
参
上
！
の
巻
』
プ
ロ
の
遊

び
集
団
「
ア
フ
タ
フ
バ
ー
バ
ン
」
の

指
導
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
（
忍
者
）
の

世
界
で
遊
び
ま
す
。

②
『
ち
び
っ
子
忍
者
の
巻
』
親
子
で

忍
者
に
な
り
き
り
遊
び
ま
せ
ん
か
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

11

30

3
時
（
雨
天
決
行
）。

■場 
ア
ル
カ
サ
ー
ル
（
中
央
北
）
中
庭

広
場
。

■対 
①
小
学
生
の
親
子
（
4
年
生
以
上

は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
）。

②
幼
児
の
親
子
。

■定 
①
　
人
。
②
　
人
。

70

30

■費 
①
子
ど
も
1
街
5
0
0
円
、
大
人

5
0
0
円
。
②
子
ど
も
5
0
0
円

（
3
歳
以
上
）、
大
人
5
0
0
円
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇

場
（
緯
／
胃
碓46 
6
2
8
7
・
■メール n

p
o

in
zaik
o
d
o
m
o
@
m
ail.g

o
o
.

n
e
.jp

）。

怯
親
子
ビ
ク
ス
4
月
会
員
募
集

　
子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り

な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
す
。

■時 
毎
週
木
曜
日
・
午
前
　
時
　
分
～

10

15

　
時
　
分
。

11

30

■場 
桜
台
セ
ン
タ
ー
（
白
井
市
）。

■対 
1
歳
半
～
就
園
前
の
親
子
。

■他 
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
持
参
。

■問 
佐
々
木
（
緯
碓46 
8
7
4
0
・
午
後

5
時
以
降
）。

怯
放
射
能
学
習
会

　
講
師
に
原
田
裕
史
氏
を
迎
え
、
放

射
能
か
ら
身
を
守
る
具
体
的
な
方
策

を
、
く
ら
し
目
線
で
分
か
り
や
す
く

講
演
。

■時 
3
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

22

10

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
3
階
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

生
ご
み
処
理
容
器
、

処
理
機
購
入
補
助
金
制
度

　
市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
毎
日
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

す
る
た
め
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
、

E
M
容
器
な
ど
）
や
処
理
機
（
乾
燥

悪
質（
違
法
）な

ご
み
収
集
業
者
に
注
意

　
市
内
に
お
い
て
、
不
法
に
ご
み
処

理
料
金
を
徴
収
し
た
業
者
や
回
収
し

た
ご
み
を
不
法
投
棄
し
た
業
者
の
情

報
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

悪
質
（
違
法
）
な
ご
み
収
集
業
者
に

注
意
の
上
、
ご
み
の
適
正
な
処
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 市内48カ所の空間放射線量の測定結果 

砂場校庭測定
日

学校名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.192 0.200 0.210 0.188 0.198 0.262 1/２４木下小学校1
0.281 0.192 0.144 0.369 0.425 0.384 1/２５小林小学校2
0.215 0.190 0.138 0.182 0.166 0.191 1/３０大森小学校3
0.170 0.144 0.135 0.171 0.183 0.202 1/１９船穂小学校4
0.271 0.233 0.150 0.280 0.292 0.303 1/１９永治小学校5
0.211 0.195 0.165 0.186 0.191 0.181 1/１８木刈小学校6
0.151 0.117 0.082 0.101 0.120 0.119 1/２７内野小学校7
0.196 0.194 0.212 0.276 0.315 0.354 1/２７原山小学校8
0.126 0.100 0.093 0.175 0.215 0.207 1/２３小林北小学校9
0.217 0.181 0.140 0.271 0.305 0.339 1/１９小倉台小学校10
0.189 0.204 0.148 0.165 0.195 0.183 1/１９高花小学校11
0.188 0.162 0.129 0.159 0.187 0.265 1/２６西の原小学校12
0.172 0.136 0.132 0.162 0.171 0.180 1/２６原小学校13
0.222 0.217 0.187 0.291 0.299 0.344 1/２６六合小学校14
0.148 0.139 0.135 0.111 0.106 0.116 1/１８宗像小学校15
0.122 0.116 0.085 0.164 0.172 0.188 1/１９平賀小学校16
0.223 0.175 0.103 0.096 0.077 0.092 1/2５いには野小学校17
0.193 0.139 0.089 0.234 0.233 0.354 1/１８本埜第一小学校18
0.207 0.209 0.168 0.224 0.222 0.269 1/１８本埜第二小学校19
0.183 0.175 0.140 0.124 0.114 0.118 1/２３滝野小学校20
0.292 0.237 0.129 0.384 0.367 0.311 1/３１印西中学校21
0.156 0.159 0.133 0.169 0.182 0.209 1/１９船穂中学校22
0.226 0.216 0.181 0.180 0.178 0.189 1/１９木刈中学校23
0.254 0.263 0.153 0.242 0.268 0.255 1/２５小林中学校24
0.186 0.160 0.098 0.145 0.159 0.153 1/２７原山中学校25
0.235 0.204 0.219 0.200 0.225 0.244 1/２６西の原中学校26
0.190 0.172 0.136 0.175 0.226 0.264 1/2５印旛中学校27
0.200 0.199 0.166 0.252 0.261 0.261 1/１８本埜中学校28
0.168 0.150 0.109 0.161 0.162 0.167 1/２３滝野中学校29

砂場園庭測定
日

園名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.179 0.174 0.130 0.210 0.199 0.198 1/３０大森幼稚園30
0.143 0.116 0.118 0.124 0.121 0.102 1/２６瀬戸幼稚園31
0.144 0.155 0.121 0.098 0.114 0.105 1/１８もとの幼稚園32
0.203 0.215 0.221 0.161 0.166 0.153 1/２４木下保育園33
0.182 0.185 0.151 0.153 0.159 0.173 1/３０大森保育園34
0.125 0.131 0.129 0.092 0.090 0.086 1/２７内野保育園35
0.151 0.162 0.162 0.154 0.150 0.150 1/１８木刈保育園36
0.123 0.127 0.138 0.159 0.151 0.164 1/１９高花保育園37
0.161 0.129 0.115 0.146 0.129 0.127 1/２６西の原保育園38
0.133 0.156 0.146 0.149 0.183 0.185 1/２３もとの保育園39

屋上駐車場測定
日

施設名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.116 0.138 0.157 0.176 0.184 0.216 1/３０印西市役所40
0.097 0.092 0.107 0.193 0.209 0.181 1/2５印旛支所41
0.075 0.087 0.078 0.221 0.264 0.267 1/１８本埜支所42

砂場公園の中心測定
日

公園名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.132 0.131 0.114 0.423 0.444 0.434 1/１８大塚前公園43
0.203 0.150 0.114 0.240 0.279 0.280 1/2６印旛中央公園44
0.199 0.201 0.100 0.267 0.338 0.278 1/２５大門下児童公園45
－－－0.308 0.357 0.483 1/１９松山下公園46
－－－0.261 0.256 0.246 1/２７草深公園47
－－－0.207 0.234 0.223 1/１８滝野公園48

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、5月31日～
6月3日に検査機関が使用したもの〔Nal(TI)シンチ
レーションサーベイメータTCS-161（アロカ株式会
社製）〕とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

　平成24年1月18日から1月31日、携帯用簡
易測定器で、市職員が大気中の放射線量の測定し
た結果は、下表のとおりです。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が測定
し参考値としてホームページ、各支所・出張所で
掲示し公表します。
■問 環境保全課放射線対策室（緯内線366～368）。

玄
米
へ
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
抑
制
技
術

茨
玄
米
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
吸
収

　
国
な
ど
の
調
査
結
果
か
ら
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
、
土
壌
中
の
加
里

（
カ
リ
）
が
不
足
し
て
い
る
と
玄
米

に
吸
収
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
時
湛
水
（
た
ん
す
い
）

や
作
土
が
浅
い
水
田
で
は
、
根
張
り

が
浅
く
、
表
層
に
分
布
す
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を
吸
収
さ
れ
や
す
い
こ
と

農
業

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

芋
今
後
の
対
策

胸
土
壌
中
の
加
里
含
量
の
適
正
化

　
水
稲
施
肥
基
準
量
（
基
肥
6
～
8

茜
／
　
a
、
穂
肥
1
～
3
茜
／
　

10

10

a
）
の
基
本
技
術
を
励
行
し
、
加
里

不
足
が
想
定
さ
れ
る
水
田
へ
加
里
の

施
用
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
加
里
不
足
が
想
定
さ
れ
る
水
田

臼
稲
わ
ら
を
水
田
か
ら
持
ち
出
し
た

水
田

渦
一
発
施
料
の
長
期
間
利
用
に
よ
り

穂
肥
の
加
里
が
施
用
さ
れ
ず
に
施
用

量
が
少
な
い
水
田

胸
適
正
な
耕
運

　
作
土
が
浅
い
と
、
①
根
が
伸
び
に

く
い
②
倒
伏
し
や
す
い
③
養
分
過
多

に
な
り
や
す
い
な
ど
の
生
産
力
の
阻

害
要
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。
根
の
分

布
範
囲
を
広
げ
る
た
め
作
土
　
唖
以

15

上
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■申 
印
旛
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
2

4
）。

機
、
バ
イ
オ
型
な
ど
）
を
購
入
し
た

人
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
上
限
は
あ
り
ま
す

が
、
購
入
費
の
3
分
2
を
補
助
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

環
境

　
平
成
　
年
度
の
印
西
市
自
転
車
駐

24

車
場
の
定
期
使
用
申
請
の
受
け
付
け

を
始
め
ま
し
た
。
申
請
受
付
場
所
・

使
用
料
取
り
扱
い
・
受
付
時
間
な
ど

は
、
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

■場 
使
用
す
る
自
転
車
駐
車
場
。

※
減
免
申
請
す
る
場
合
、
3
月
末
ま

で
は
、
市
民
安
全
課
窓
口
の
み
で
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

胸
申
請
書
の
設
置
場
所
…
各
自
転
車

駐
車
場
。

胸
使
用
期
間
…
平
成
　
年
4
月
1
日

24

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

25

31

■申 
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
及

び
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
（
3
枚
複

写
）
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し

て
、
銀
行
（
郵
便
局
不
可
）
な
ど
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
記
入
済
み
の
申
請
書
・
使
用
料
の

支
払
い
済
み
納
入
通
知
書
兼
領
収

書
・
住
所
が
分
か
る
も
の
（
保
険
証

な
ど
）・
高
校
生
以
下
は
学
生
証
な
ど

を
、
使
用
す
る
自
転
車
駐
車
場
に
持

参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
終
了
後
、
承
認
票
（
シ
ー

ル
）
と
承
認
証
（
カ
ー
ド
）
を
交
付

し
ま
す
。

■費 
左
表
の
と
お
り
。

※
4
月
か
ら
管
理
者
が
、
花
日
本
駐

車
場
工
学
研
究
会
と
な
り
ま
す
。
受

け
付
け
方
法
な
ど
の
案
内
は
、
各
自

転
車
駐
車
場
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
・
7
1
3
）。

 平
成
　
年
度
の
印
西
市
自
転
車
駐
車
場
の
定
期
使
用
申
請

24

胸自転車駐車場定期使用申請の受付場所・時間など胸
受付時間実施期間使用料取り扱い管理受付場所

午前９時～
午後5時

3月1日牙～
3月31日臥銀行など窓口印西市

各
自
転
車
駐
車
場

午前９時～
午後5時4月1日蚊

自転車駐車場窓口

指定管理業者
（花日本駐車
場工学研究
会）

午前６時～１１時
午後4時～9時

4月2日俄
以降平日

午前８時～正午土・日・祝日

胸印西市自転車駐車場の使用料胸

使用料（年間１台に付き）
使用区分居住区分 原動機付自転車

（１２５穐以下）自転車

7，350円5，250円一般
市内

3，675円2，625円高校生以下

14，700円10，500円一般
市外

7，350円5，250円高校生以下
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

○A 
の
2
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2

級
の
一
部
の
障
が
い
を
重
複
し
て
い

る
な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
要
す
る
人
。

毅
精
神
障
が
い
で
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
。

※
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

胸
手
当
額
…
2
6
街
3
4
0
円
。

胸
資
格
喪
失
事
由
な
ど
…
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
と
き
。

毅
施
設
な
ど
へ
入
所
し
た
。

毅
病
院
な
ど
へ
3
カ
月
以
上
入
院
し

た
。

毅
本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の

い
ず
れ
か
の
所
得
が
限
度
額
を
超
過

し
た
（
支
給
停
止
）。

※
い
ず
れ
も
、
ご
相
談
、
詳
し
い
請

求
手
続
き
は
、
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
・
■場 
・
■内 
は
、
左
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

せ
ん
。

　
4
月
か
ら
は
、
病
院
や
調
剤
薬
局

で
3
割
の
自
己
負
担
後
、
償
還
払
い

（
※
保
険
対
象
外
の
も
の
は
自
己
負

担
）
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

※
転
入
や
出
生
な
ど
で
児
童
医
療
費

登
録
申
請
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は

至
急
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
を
し
な
い
と
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
受
給
資
格
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。

障
害
児
福
祉
手
当
と

特
別
障
害
者
手
当

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

■対 
在
宅
の
　
歳
未
満
の
障
が
い
児
で

20

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

毅
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
の
介
護
を
要
す
る
人
。

毅
療
育
手
帳
の
○A 
、
ま
た
は
○A 
の
1

な
ど
で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
要
す
る
人
。

毅
精
神
障
が
い
に
よ
り
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
要
す
る
人
。

※
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

胸
手
当
額
…
1
4
街
3
3
0
円
。

胸
資
格
喪
失
事
由
な
ど
…
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
と
き
。

毅
施
設
な
ど
へ
入
所
し
た
。

毅
　
歳
に
な
っ
た
。

20
毅
本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の

い
ず
れ
か
の
所
得
が
限
度
額
を
超
過

し
た
（
支
給
停
止
）。

【
特
別
障
害
手
当
】

■対 
在
宅
の
　
歳
以
上
の
障
が
い
者
で

20

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

毅
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2
級
の
一

部
の
障
が
い
が
2
つ
以
上
重
複
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
要
す
る
人
。

毅
療
育
手
帳
○A 
の
1
の
人
、
ま
た
は
、

9
8
）。

し
ろ
い「
こ
こ
ろ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
2
」

地
域
で
目
指
す
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
・
実
践
講
座
⑬

　
白
井
市
と
N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ

れ
・
ち
ば
が
共
催
で
、「
障
が
い
者
へ

の
応
援
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

　
同
時
に
、
障
が
い
者
の
人
が
作
っ

た
陶
芸
や
絵
画
な
ど
の
展
示
も
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

18

30

4
時
。

■場 
白
井
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

噛
講
師
…
土
屋
徹
氏
（
看
護
師
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
白
井
市
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

（
緯
0
4
7
―
4
9
7
―
3
4
8

3
）、
ぽ
れ
ぽ
れ
・
ち
ば
（
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
け
っ
と
内
・
緯

0
4
7
―
4
9
8
―
2
4
0
0
）。

（７）平成２４年（２０１２）３月１日号

前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
。

30

15

　
2
月
に
申
請
し
た
人
は
、
1
月
分

ま
で
の
支
給
額
を
3
月
下
旬
の
随
時

払
い
で
振
り
込
み
ま
す
。
3
月
に
申

請
し
た
人
は
4
月
下
旬
の
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
・
2
4
8
）。

転
出
の
際
必
ず
子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
券
の
返
納
を

　
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
印
西
市

の
受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
を
使
用
す
る
と
、
返
還
請
求
の

対
象
と
な
る
の
で
、
必
ず
受
給
券
を

返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
返
納
先
…
【
窓
口
】
市
役
所
子
育

て
支
援
課
（
郵
送
可
）、
印
旛
支
所
市

民
福
祉
課
、
本
埜
支
所
市
民
福
祉
課
。

【
回
収
ボ
ッ
ク
ス
】
各
出
張
所
・
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
・
高
花
保
健
セ
ン

タ
ー
。　

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
5
・
2

4
8
）。

児
童
医
療
費
助
成
制
度

　
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
市
独
自
に
小
学
校

4
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
児
童
医
療
費

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
登
録
申
請
が
お
済
み
で
な
い
お
子

さ
ん
に
は
、
通
知
文
を
発
送
し
ま
す

の
で
4
月
末
ま
で
に
登
録
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
新
た
に
小
学
校
4
年
生
に
な
る
お

子
さ
ん
で
、
平
成
　
年
　
月
　
日
以

22

11

30

前
に
市
の
児
童
医
療
費
（
旧
子
ど
も

医
療
費
）
の
登
録
を
済
ん
で
い
る
子

は
、
あ
ら
た
め
て
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
が
独
自
で
医
療
費
を
助
成
し
て

い
る
た
め
、
受
給
券
は
発
行
さ
れ
ま

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
植

木
管
理
基
礎
講
座
」
無
料
講
習
会

■時 
3
月
　
日
俄
、　
日
我
、　
日
画

12

14

16

の
3
日
間
・
午
前
9
時
～
正
午
。

※
予
備
日
、　
日
俄
・
　
日
我
。

19

21

■場 
多
種
多
様
の
植
木
が
あ
る
民
間
企

業
の
敷
地
を
予
定
。

■内 
剪
定
作
業
の
準
備
か
ら
各
種
植
木

の
剪
定
の
実
技
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

噛
講
師
…
樹
木
医
　
高
野
光
利
氏
。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
の
人
で
、
3

60

日
間
す
べ
て
参
加
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

15
■申 
3
月
7
日
我
ま
で
に
、
電
話
で
左

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
4
0
5
0
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
」「
手
話
サ
ロ
ン
」

「
談
話
会
」

【
手
話
学
習
】

■時 
3
月
3
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

30

4
時
。

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
。

▼
O
H
P
（
話
し
手
の
言
葉
を
要
約

し
て
書
き
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
）
に

よ
る
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
。

【
手
話
サ
ロ
ン
（
談
話
）】

■時 
3
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

16

30

4
時
。

■場 
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

▼
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
（
隣
席
で
話
し
手

の
言
葉
を
要
約
し
て
書
く
）
に
よ
る

聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
。

【
談
話
会
】

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

25

30

4
時
。

■場 
四
街
道
南
部
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

わ
ろ
う
べ
の
里
。

▼
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
（
マ
イ
ク
な
ど

の
音
声
を
直
接
補
聴
器
に
送
信
す
る

装
置
。
対
応
で
き
な
い
補
聴
器
も
あ

る
）
と
O
H
P
で
の
聞
こ
え
の
サ

ポ
ー
ト
あ
り
。

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
。
申
し
込

み
不
要
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
・
印
旛
香
取
事
務
所
・
板

倉
（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3

8
5
・
胃
0
4
3
―
4
6
1
―
0
2

平
成
　
年
度
の
保
育
園
保
育
料
は

24

年
少
扶
養
控
除
・
特
定
扶
養
控
除

廃
止
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

　
平
成
　
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

22

平
成
　
年
分
所
得
税
か
ら
、
年
少
扶

23

養
（
～
　
歳
）
に
対
す
る
控
除
（
　

15

38

万
円
）
お
よ
び
　
～
　
歳
ま
で
の
特

16

18

定
扶
養
控
除
に
対
す
る
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
部
分
（
　
万
円
）
が
廃
止
さ

25

れ
ま
し
た
。

　
保
育
園
保
育
料
は
前
年
の
所
得
税

額
に
応
じ
て
決
定
い
た
し
ま
す
が
、

平
成
　
年
度
の
保
育
園
保
育
料
に
際

24

し
て
は
、
こ
の
扶
養
控
除
廃
止
に
よ

る
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ
ら

廃
止
が
な
い
も
の
と
し
て
所
得
税
を

計
算
し
決
定
し
ま
す
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

3
・
2
2
2
）。

　
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
の

10

支
給
に
か
か
る
申
請

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手

23

当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
よ
り
、　
月
か
ら
制
度
が
改
正
さ

10

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
子
ど
も
手
当

を
受
給
さ
れ
る
人
も
、
再
度
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
印
西
市
で
9
月
分
ま
で
の
子
ど
も

手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
た
人
は
、
平

成
　
年
3
月
　
日
ま
で
申
請
期
間
が

24

30

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、　
月
以
降
出

10

生
・
転
入
さ
れ
た
人
は
、　
日
以
内

15

に
申
請
が
な
い
と
、
さ
か
の
ぼ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
日
来
庁
に
よ
る
手
続
き
が
困
難

な
人
は
、
夜
間
・
休
日
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る

申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
夜
間
窓
口
】
…
3
月
　
日
画
・
午

30

後
8
時
ま
で
。

【
休
日
窓
口
】
…
3
月
　
日
臥
・
午

24

福
祉

胸心のいずみ日程表胸
持ち物など内容会場日時

飲み物など
絵手紙を
作ってみよう

総合福祉センター
（竹袋）

３月１５日牙・
午前１０時～正午

軽装、上履き
（スリッパ不可）

体力測定
松山下公園
　　総合体育館
（浦部）

３月1５日牙・
午前10時～正午

エプロン・ふきん、
材料費500円程度

ハンバーグに
挑戦

保健福祉センター
（高花）

３月2６日俄・
午前10時～

午後1時

　 印西市 に
いんざいし

 住 む
す

 外国人 のための
がいこくじん

 日本語講座 です。
にほんごこうざ

　この 度 、
たび

 新 しく4クラスを
あた

 開講 します。
かいこう

　あなたの 都合 がつく
つごう

 時間 、
じかん

 場所 で
ばしょ

 日本語 が
にほんご

 勉強 できます。
べんきょう

　わたしたちと 一緒 に、
いっしょ

 日本語 ・
にほんご

 日本文化 を
にほんぶんか

 勉強 しましょう。
べんきょう

 連絡先 …
れんらくさき

 吉岡 （
よしおか

 電話 0476－46－6879）、
でんわ

 三木 （
みき

 電話 090
でんわ

－6797－2043）、 國方 （
くにかた

 電話 0476－97－4773・
でんわ

 夜間 ）。
やかん

 印西市国際交流協会主催 
いんざいしこくさいこうりゅうきょうかいしゅさい

 外国人 のための
がいこくじん

 日本語講座学習者募集 
にほんご こうざ がくしゅうしゃ ぼしゅう

胸 日本語講座 の 予定表 （4 月 ）胸
にほんごこうざ よていひょう がつ

 日時 
にちじ

 会 場  
かいじょう

4 月 11 日 、１８
がつ にち

 日 、25 日 の 水曜日 
にち にち すいようび

いずれも 午前 １０ 時 ～12
ごぜん じ

 時 
じ

 中央駅前地域交流館 
ちゅうおうえきまえちいきこうりゅうかん

（ 中央南 ）
ちゅうおうみなみ

4 月 １８ 日 、25 日 の 水曜日 
がつ にち にち すいようび

いずれも 午後 12 時 30 分 ～2 時 
ごご じ ふん じ

4 月 7 日 、14 日 、21 日 、28 日 の
がつ にち にち にち にち

 土曜日 いずれも 午前 １０ 時 ～12 時 
どようび ごぜん じ じふれあい 文化館 （ 原 ）

ぶんかかん はら

4 月 10 日 、１7 日 、24 日 の 火曜日 
がつ にち にち にち かようび

いずれも 午前 １０ 時 ～12 時 
ごぜん じ じ

ふれあいセンター
いんば（ 美瀬 ）

みせ

4 月 19 日 、26 日 の 木曜日 
がつ にち にち もくようび

いずれも 午前 １０ 時 ～12 時 
ごぜん じ じ

 中央公民館 （ 大森 ）
ちゅうおうこうみんかん おおもり

4 月 14 日 、21 日 の 土曜日 
がつ にち にち どようび

いずれも 午後 7 時 ～9 時 
ごご じ じ
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

保
育
園
の
職
員
（
登
録
制
）

　
4
月
か
ら
市
立
保
育
園
で
勤
務
す

る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
】

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、

①
一
日
7
・
5
時
間
程
度
。
②
一
日

6
時
間
程
度
、
週
　
時
間
未
満
（
シ

20

フ
ト
体
制
）。
③
午
前
7
時
～
9
時

　
分
、
午
後
4
時
～
7
時
の
延
長
保

30育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
の
人
。
勤
務
時
間
の
①
、

65
②
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、
看
護
師
、

保
健
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
。
③
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
。

胸
時
給
…
保
育
士
1
街
0
2
0
円
・

看
護
師
1
街
1
4
0
円
・
保
健
師

1
街
1
8
0
円
。

※
通
勤
手
当
有
り
。

【
調
理
員
】

胸
業
務
内
容
…
調
理
・
食
器
の
洗

浄
・
清
掃
な
ど
。

■対 
健
康
で
保
育
園
給
食
に
情
熱
を

持
っ
て
い
る
人
。

胸
勤
務
場
所
…
西
の
原
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
月
曜
日
～
金
曜
日
・

午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
（
実
働

30

4
時
間
程
度
）。
要
相
談
。

胸
時
給
…
8
2
0
～
8
8
0
円
（
通

勤
手
当
有
り
）。

有
害
獣
の
調
査
や
捕
獲
に

従
事
す
る
職
員

　
平
成
　
年
度
震
災
等
緊
急
雇
用
対

24

応
事
業
と
し
て
、
特
定
外
来
生
物
ア

ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
お
よ
び
有
害
獣
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
な
ど
に
よ
る
有
害

獣
調
査
捕
獲
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
従
事

者
を
募
集
し
ま
す
。

■対 
被
災
求
職
者
お
よ
び
平
成
　
年
3

23

月
　
日
以
降
の
離
職
者
。

11
※
被
災
求
職
者
を
優
先
的
に
雇
用
。

■定 
2
人
。

胸
雇
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　25

年
3
月
　
日
（
週
3
日
～
5
日
程
度

31

勤
務
）。

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
（
交
通
費

支
給
）。

■申 
3
月
　
日
牙
ま
で
に
、
履
歴
書

15

（
写
真
張
り
付
け
）
を
左
記
ま
で
持

参
。

介
護
保
険
等
運
営
協
議
会
委
員

　
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
適
正
な
運

営
を
図
る
た
め
、「
印
西
市
介
護
保

険
等
運
営
協
議
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
は
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
」
お
よ
び

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
」
の
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■対 
市
内
居
住
の
　
歳
以
上
で
、
介
護

40

保
険
の
被
保
険
者
の
代
表
と
し
て
、

平
日
に
行
う
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

ま
た
以
前
、
こ
の
委
員
の
委
嘱
を
受

け
て
い
な
い
人
お
よ
び
市
か
ら
ほ
か

の
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
い
な
い
人
。

■定 
若
干
名
。

■申 
3
月
　
日
我
（
当
日
消
印
有
効
）

21

ま
で
に
、
作
文
（
テ
ー
マ
「
こ
れ
か

ら
の
介
護
保
険
に
つ
い
て
」、
4
0

0
字
詰
め
原
稿
3
枚
以
内
）
と
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
た
書
類
を
左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
選
考
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

■問 
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
2
7
7
）。

メ
ー
ル
い
ず
れ
で
も
可
。
申
込
用
紙

は
、
生
涯
学
習
課
・
各
公
民
館
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
り
ま
す
）。

※
営
利
目
的
な
ど
内
容
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
5
4
1

～
5
4
3
・
胃
碓42 
0
0
3
3
・
■メール sy

o
u
g
ak
u
@
m
l.city

.in
zai.c

h
ib
a.jp

）。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　
市
内
の
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
人

60

を
対
象
に
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
仕
事
で
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
依

頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
人
手
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
な
ど
、
1
時
間

単
位
で
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
内
・
緯

碓45 
0
4
6
8
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.sjc.n
e
.jp
/in
zai/

）。

資
料
請
求
か
ら
。

※
併
せ
て
自
衛
官
候
補
生
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

■問 
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募

集
案
内
所
（
緯
0
4
―
7
1
6
3
―

6
8
8
4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.m

o
d
.g
o
.jp
/p
co
/ch
ib
a/

・
■メール k

a
s
h
iw
a
p
c
o
4
@
g
m
a
il.c
o

m

）。
平
成
　
年
度
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
に

24

掲
載
す
る
情
報
を
募
集

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
機

会
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
市
で
は
毎

年
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
講
師
・
指
導
者
、
講
座
、
催

し
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■申 
次
の
と
お
り
。

胸
講
師
・
指
導
者
情
報
…
①
氏
名

②
住
所
③
電
話
番
号
④
指
導
分
野
⑤

指
導
内
容
⑥
講
師
料
の
有
・
無
⑦
指

導
可
能
な
日
時
⑧
指
導
対
象
年
齢
層

⑨
指
導
可
能
な
人
数
。

胸
講
座
・
催
し
情
報
…
①
事
業
名

②
対
象
③
内
容
④
日
時
⑤
会
場
⑥
主

催
者
・
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
。

　
右
記
内
容
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

3
月
　
日
画
ま
で
に
生
涯
学
習
課
生

23

涯
学
習
推
進
班
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
持
参
・
郵
送
・
F
A
X
・

市
文
化
ホ
ー
ル
運
営
会
議
委
員

　
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
ホ
ー
ル

運
営
に
関
し
、
広
く
意
見
を
聞
く
機

関
で
あ
る
文
化
ホ
ー
ル
運
営
会
議
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
会
議
は
年
間
2
回
開
催
し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
で
、

20

文
化
芸
術
に
関
心
が
あ
り
、
文
化

ホ
ー
ル
の
運
営
に
関
し
、
意
見
を
述

べ
る
事
が
で
き
る
人
。

■定 
2
人
以
内
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間
。

胸
報
酬
…
7
街
5
0
0
円
／
日
。

■申 
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
も
し
く
は
文
化

ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
で
配
布
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
小
論
文
（
テ
ー

マ
「
文
化
ホ
ー
ル
利
用
率
向
上
に
つ

い
て
の
考
え
」
1
街
2
0
0
字
以

内
）
と
と
も
に
3
月
　
日
臥
ま
で
に

31

文
化
ホ
ー
ル
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
不
可
）。　

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

自
衛
官

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

胸
応
募
資
格
…
日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
　
年
4
月
1
日
現
在
で
　
歳
以

25

22

上
　
歳
未
満
の
人
。

26
胸
初
任
給
…
2
1
4
街
9
0
0
円
。

■申 
4
月
　
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
問

27

い
合
わ
せ
先
へ
。

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技

能
）】

胸
応
募
資
格
…
【
一
般
】
日
本
国
籍

を
有
し
、　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
。

18

34

【
技
能
】
日
本
国
籍
を
有
し
、　
歳
以

18

上
　
歳
～
　
歳
未
満
の
人
（
資
格
に

53

55

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
で
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
有
す
る
人
。

■申 
4
月
6
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
問

い
合
わ
せ
先
へ
。

※
願
書
・
受
験
料
は
無
料
。
ま
ず
は

平成２４年（２０１２）３月１日号（８）

パート詠

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付

け
）
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左
記

ま
で
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

2
・
2
2
3
）。

国
保
年
金
課
の
一
般
事
務
補
助
職

員
・
レ
セ
プ
ト
整
理
員

胸
募
集
職
種
…
①
一
般
事
務
補
助
職

員
、
②
※

レ
セ
プ
ト
整
理
員
。

※
レ
セ
プ
ト
…
医
療
機
関
が
保
険
者

（
市
町
村
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
）

に
請
求
す
る
医
療
費
の
明
細
書
。

 非
常
勤
職
員
の
募
集

【
面
接
】

■時 
3
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
。

22

■場 
市
役
所
農
業
委
員
会
会
議
室
。

※
合
否
に
つ
い
て
は
、
面
接
終
了
後

に
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
内
線
3
7
1
・

3
7
2
）。

農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査

な
ど
に
従
事
す
る
職
員

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、
市

内
農
産
物
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響

を
検
査
す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

検
査
協
力
を
得
た
生
産
者
農
場
か
ら

農
産
物
を
採
取
し
、
調
整
す
る
従
事

者
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

胸
応
募
資
格
…
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
失
業
者
で
市
内
在
住
の
人
（
要

運
転
免
許
）。

胸
雇
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　25

年
3
月
　
日
（
週
4
日
程
度
勤
務
）。

31

■定 
1
人
。

■定 
各
1
人
。

胸
勤
務
期
間
…
4
月
～
平
成
　
年
3

25

月
の
1
年
間
。

胸
勤
務
時
間
…
①
月
　
日
以
内
。
②

10

月
　
日
以
内
。
①
②
と
も
1
日
6
時

15
間
勤
務
。

胸
勤
務
場
所
…
国
保
年
金
課
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
9
0
0
円

（
経
験
年
数
に
よ
り
考
慮
）。

※
通
勤
手
当
有
り
。

■対 
　
歳
未
満
の
心
身
と
も
に
健
康
な

65
人
。

■申 
3
月
　
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

16

ま
で
に
、
履
歴
書
（
自
筆
・
写
真
張

り
付
け
）
を
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
8
8
）、

資
格
給
付
班
（
緯
内
線
2
8
5
～
2

8
7
）。

 パ
 ー
ト
職
員
の
募
集

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
（
交
通
費

支
給
）。

■申 
3
月
　
日
牙
（
必
着
）
ま
で
に
、

15

履
歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
を
郵
送

ま
た
は
左
記
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

【
面
接
】

■時 
3
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～
。

22

30

■場 
市
役
所
農
業
委
員
会
会
議
室
。

※
合
否
に
つ
い
て
は
、
面
接
終
了
後

に
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
3
7
5
・
3
7
6
）。

募
集

　学校ビオトープの取り組みが評価
され、小倉台小学校が、日本生態系
協会賞を受賞しました。
　このコンクールは、自然の中で多
くの生きものと直接ふれあうことに
より、豊かな感性を育み、命の大切
さを知ることのできる画期的な教材
｢学校・園庭ビオトープ｣を全国によ
り広く、深く普及するために開催さ
れているコンクールです。

小倉台小が入賞

　全国学校・園庭
　　　　ビオトープコンクール2011

滑
色
鮮
や
か
な
賞
状
を

手
に
す
る
川
嶋
校
長

胸
お
詫
び
胸
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
2
月
1
日
号
8
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
講
習
会
～
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
お
惣
菜
～
」
で
す
が
、
問
い
合
わ

せ
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
の
み
な
さ
ん
に

対
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
（
講
習
会
の
申
込
期
限
は
終
了
し
て
い
ま
す
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■申 
検
査
医
療
機
関
に
予
約
後
、
検
査

を
受
け
る
一
週
間
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
国
保
年
金
課
、
印

旛
支
所
・
本
埜
支
所
に
あ
り
ま
す
）。

※
受
検
後
の
申
請
で
は
、
検
査
費
用

の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
申
請
は
、
被
保
険
者
証
・
印
鑑
を

持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
高
齢
者
医

療
年
金
班
ま
た
は
印
旛
支
所
・
本
埜

支
所
の
市
民
福
祉
課
の
窓
口
で
お
願

い
し
ま
す
（
郵
送
可
）。

3
月
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
を
受
検
さ
れ
る
人
へ

　
助
成
金
請
求
書
の
受
け
付
け
は
、

3
月
　
日
画
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

30

受
検
後
、
速
や
か
に
交
付
請
求
書
な

ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
年
金
か
ら
の
仮
徴
収

　
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
で
、
現
在
、
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
と
新
た
に

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
人
は
、
平

成
　
年
度
の
保
険
税
（
料
）
額
を
基

23
に
、
4
月
・
6
月
・
8
月
の
年
金
か

ら
仮
徴
収
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
徴
収
に
つ
い
て
は
、
7

月
に
平
成
　
年
度
の
保
険
税
（
料
）

24

額
が
決
定
し
ま
す
の
で
、　
月
・
　

10

12

月
・
翌
年
2
月
の
年
金
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　
新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

人
に
は
、
4
月
に
特
別
徴
収
開
始
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）、
高
齢
者
医
療

年
金
班
。

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
ら
国
保
を
抜
け
る
手
続
き
を

　
3
、
4
月
は
会
社
を
辞
め
た
り
就

帯
等
で
な
い
人
は
、「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」
に
よ
り
所
得
区
分

が
確
認
で
き
る
た
め
不
要
で
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
査

費
用
を
助
成

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
査
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

■対 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
人
。

②
市
で
実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診

し
た
人
（
脳
ド
ッ
ク
の
み
の
検
査
は

対
象
と
な
り
ま
す
）。

胸
助
成
額
…
次
の
と
お
り
。

毅
人
間
ド
ッ
ク
…
検
査
費
用
の
2
分

の
1
（
3
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

毅
脳
ド
ッ
ク
…
検
査
費
用
の
2
分
の

1
（
2
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
次
の
人
は
手
続
き
不
要
】

①
平
成
　
年
3
月
以
前
に
交
付
し
た

24

限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
持
っ
て
い

る
人
　
平
成
　
年
3
月
以
前
に
入
院
し
、

24

既
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
ま
で
、
平
成
　
年
4
月

24

以
降
の
外
来
受
診
時
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
場

合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
適
用
区
分

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

人　
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

人
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」
の

交
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
通
常

ど
お
り
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
」
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
非
課
税
世

70

75

帯
等
で
な
い
人

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
非
課
税
世

70

75

（９）平成２４年（２０１２）３月１日号

金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線

2
8
9
・
2
9
9
）。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、

翌
月
末
日
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き

な
ど
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り

か
、
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
、
将

来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く

職
し
た
り
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
も
市
で
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
な
い
と

引
き
続
き
保
険
税
が
課
税
さ
れ
、
医

療
費
の
清
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
資
格
喪
失
の
手
続
き
に
必
要
な
書

類
は
左
記
の
と
お
り
。

①
職
場
の
健
康
保
険
証

②
国
民
健
康
保
険
証

③
印
鑑

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
。

学
生
納
付
特
例
の
簡
素
化

　
現
在
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ

り
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
を
猶
予

さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
　
年
度
も

24

引
き
続
き
在
学
予
定
の
人
へ
、
3
月

下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
の
印
字
さ
れ

た
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る

場
合
は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
最
小

限
の
記
載
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で

申
請
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
は
不
要
で

す
。
　
な
お
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
す
る
人
は
、
従
来
ど
お
り
在

学
証
明
書
な
ど
を
添
付
の
う
え
、
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
が
遅
れ
ま
す
と
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
に
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
は
学
生
納
付

24

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
船
橋
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
市
国
保
年

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
み
な
さ
ん
へ

　
こ
れ
ま
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
た
と
き
、
ひ
と
月
の
窓
口
負

担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を

支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
で
高
額
療

養
費
と
し
て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た

が
、
4
月
1
日
か
ら
は
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
に
限
度
額
適
用
認
定
証

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額
を
超

え
る
分
を
支
払
う
必
要
は
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪

問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も
同
様
の

取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
認
定
証
等
の
手
続
き
】

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印

鑑
（
認
め
印
で
も
可
）
を
窓
口
へ
持

参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
手
続
き
を
希
望
す
る
場
合

国
保
・
年
金

胸限度額適用認定証の適用区分胸
噛自己負担限度額70歳未満(月額)

4回目以降３回目まで所得区分
支給回数

83,400円
150,000円

【医療費が500,000円を超えた場合】
150,000円＋（医療費の総額－500,000円）×1％

上位所得者※1

44,400円
80,100円

【医療費が267,000円を超えた場合】
80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％

一般

24,600円35,400円住民税非課税世帯※2

※1　上位所得者とは、同一世帯のすべての国保被保険者の基礎控除後の所得の合計額が600
万円を超える世帯に属する人。また、所得がないと、上位所得者とみなされます。
※2　住民税非課税世帯とは、同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者が住民税非課税の世
帯に属する人。

噛自己負担限度額70歳以上75歳未満(月額）

世帯単位の限度額（入院＋外来）外来（個人単位）所得区分

80,100円
【医療費が267,000円を超えた場合】

80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％
44,400円現役並み所得者※3

44,400円12,000円一般
24,600円8,000円低所得衛※4

15,000円8,000円低所得英※5

※3　現役並み所得者とは、同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70歳以上75歳未満
の国保被保険者がいる人。ただし、該当者の収入が単身で383万円未満、複数人で520万円未
満の場合は、申請により「一般」の区分と同様となります。
※4　低所得衛とは、同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の世帯に属する人
（低所得英以外の人）。
※5　低所得英とは、同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所
得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに0円とな
る人。

　住民登録は、氏名、生年月日、性別、
住所、世帯主との続柄などが記録され、
住民票や転出証明書の発行、小・中学
校の就学、選挙人名簿の登録、国民健
康保険、国民年金などの各種行政サー
ビスを受けるための基礎となるもので
す。
　これらの行政サービスを確実に受け
られるようにするため、引っ越しなど
で住所を移した人は、住民登録の届出
を速やかに行ってください。
　なお、正当な理由がなく届出をしな
いときは、過料を科せられる場合があ
ります。
■問 市民課住民記録班（緯内線234・
237）。

住民登録は
正しく行われていますか

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
は
、

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
免
除
制
度
や
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
・
学
生
の
人
は
学
生

納
付
特
例
制
度
（
い
ず
れ
も
一
定
の

基
準
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
、
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

　
市
で
は
、
福
祉
用
具
購
入
費
お
よ

び
住
宅
改
修
費
に
係
る
受
領
委
任
払

い
方
式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
の
利
用
に
際
し
て
は
、
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
登
録
に
あ
た
っ
て
は
必
ず

次
の
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
期
間
が
平
成
　
年
3

24

月
　
日
ま
で
の
事
業
所
で
、
再
度
、

31
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て

も
、
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
店
な
ど
で
複
数
の
事
業
所
の
登

録
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
事
業
所

ご
と
に
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■時 
3
月
8
日
牙
・【
福
祉
用
具
説
明
】

午
前
　
時
　
分
～
正
午
、【
住
宅
改

10

30

修
説
明
】
午
後
1
時
　
分
～
3
時
。

30

■場 
市
役
所
・
3
階
大
会
議
室
。

■申 
3
月
6
日
峨
ま
で
に
、
電
話
で
左

記
ま
で
。

胸
受
領
委
任
払
い
方
式
と
は
…

　
住
宅
の
工
事
や
福
祉
用
具
の
購
入

前
に
、
利
用
者
と
施
工
業
者
お
よ
び

福
祉
用
具
販
売
業
者
（
以
下
事
業
者

と
い
う
）
と
の
間
で
、
保
険
給
付
分

（
介
護
保
険
対
象
費
用
の
9
割
分
）の

受
領
を
事
業
者
に
委
ね
る
手
続
き

（
受
領
委
任
の
合
意
）
を
し
て
、
利
用

者
は
、
か
か
っ
た
費
用
の
1
割
を
支

払
い
、
残
り
の
9
割
は
受
領
を
委
任

さ
れ
た
事
業
者
が
直
接
市
か
ら
受
け

取
る
方
法
。

■問 
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
緯
内

線
2
7
8
）。

 介
護
保
険
制
度
の

受
領
委
任
払
い
方
式
事
業
者
登
録
説
明
会
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子育て情報コーナ子育て情報コーナーー

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

4月1日から中央駅前児童館は、中央駅
前地域交流館に名称が変わります。詳
しくはおたより「たけのこ３月号」参照。

名称変更の
　　お知らせ平成24年4月1日～中央駅前児童館

（改修工事のた
め、問い合わ
せ・申し込みは
中央公民館ま
で）
緯碓42 -2911

対象：０～未就学児とその保護者。場所：サ
ザンプラザ１階プレイルーム。※プレゼン
トカード作りがあるので10：00に集合して
ください。１日牙１０：００～電話で受け付け。

３月生まれの
誕生会

１５日牙
1０：３0～

多目的室を開放します。バドミントン
をしよう外対象：小学生～高校生。
当日自由参加。

わんぱく
　　　ランド

１日牙・８日牙・
１５日牙・２２日牙
１５：00～1６：３０そうふけ

児童館
（緯○４5 ３８００）

対象：１歳６カ月～３歳６カ月ま
での子とその保護者。先着２０組。
１日牙１０：００から電話または窓口
で受け付け。

ほっぺにチュッ！
「手形・足形を
　　　　とろう」

１４日我
１０：00～１１：００

テーマ：おひなさま制作＆ダンス。
対象：未就学児とその保護者。
当日自由参加。

わんぱくタイム2日画・9日画・16日画
1０：00～11：00子ども

ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

軽スポーツでふれあいを。
対象：市内在住小学生以上～高齢者。
自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

毎週土曜日
14：00～16：00

「小うんどうかい」を開催します。
事前申し込み制。
詳細は「ぽんぽこ通信」参照。

フルーツランド１４日我
1０：４0～11：4０いんば児童館

（緯碓80 3950） 「かわいいボンボンマスコット制
作」。小・中学生、当日受け付け。
先着１５人。

キラキラキッズ２３日画
1４：０0～1５：０0

【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

保育士と看護師が在中しています。子
育てや発育相談、計測（身長・体重）、手
遊びや読み聞かせタイムもあります。

サザンプラザ
プレイルーム
（自由来館）

1日牙・６日峨・
１３日峨・１５日牙
９：30～1２：00中央駅前子育て

支援センター
（改修工事のため、
問い合わせ・申し
込みは中央公民
館まで）
緯碓42 2911

中央駅前子育て支援センターは、4
月1日から中央駅前地域交流館の
『子育てルーム』に名称が変わります。
利用方法や主催事業などは今までど
おり、変わらずに利用や参加ができ
ます。詳細は、おたより『たけのこ
３月号』をご覧ください。

名称変更の
　　お知らせ

平成24年
　　4月1日～

対象：３カ月～１歳６カ月児とその保護者。
テーマ「おしゃぶり」。ほかの質問も受け付
けます。当日来所ください。

バブバブ
　　クラブ

７日我・１４日我
10：00～11：00

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：利用されている全保護者。お茶
を飲みながら、ホッとタイムを過ご
しましょう。電話・窓口で予約。10組。
当日受け付けも可。

ふれあい
　お茶の会

１６日画
１０：００～１１：００

対象：就学前児と保護者。浅間山公園
へお弁当を持って遠足に出かけま
しょう！電話・窓口で予約。２０組まで。

お別れ遠足２１日我
10：３０出発

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は１０：００～１４：００まで
開催。各コーナー遊びは左記の時間
になります。
※ランチルームとして１２：００～
１２：５０まで児童館遊戯室を開放し
ます。

簡単クラフト毎週水曜日
１０：00～1１：0５

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう毎週木曜日
１０：00～1１：３0

手遊びや
うた遊び
お話シアター

毎週金曜日
１１：３0～1１：４５

しゃぼんだまで遊びましょう。制作
は、春の壁面制作です。今月の手遊
びは「小さな庭」「コロコロたまご」
です。また、天気のよい日は中庭で
ランチをどうぞ。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４） ３月生まれのお友達をお祝いしよう。

対象：０歳児～未就学児とその保護
者。当日自由参加。

誕生会１５日牙
13：００～13：２０

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。広場は１０：００～１５：
００まで開催。
３０日画は『音楽でゴー・ゴー！ス
ペシャル』を開催。詳しくは、おた
より「ぽんぽこ通信」を参照。

1年間の思い出に
「手形・足形」を

毎週水曜日
１０：00～1５：00マメタのぽん

ぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

おはなし
　　わーるど

毎週木曜日
１０：４0～1１：５５

音楽で　
ゴー・ゴー！

毎週金曜日
１１：４0～１１：５５

保育士と体操や手遊びをしたり、絵
本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
　　　タイム

毎週火曜日～金曜日
11：００～１１：３0

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２

対象：１歳未満児とその保護者。ふ
れあい遊び絵本の紹介、看護師から
のワンポイントアドバイスも。

ママ友クラス１４日我
１０：３０～1１：３0

身長・体重測定ができます。赤ちゃ
ん用の身長・体重計もあります。大きくな～れ外１３日峨～１６日画

９：０0～1２ ：０0

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：牧の原分署職員。対象：未就学児
とその保護者。保育ありは先着１２人、
保育なしは５人。１日牙９：００～窓口
にて受け付け。参加費無料。

母親講座
「救急救命講座」

２３日画
１０：30～１２：００

つどいの広場
（緯○４７ ７８８０）

手形と写真で成長の記録を残しませんか。
対象：０～１歳半の親子先着１５組。参加費：
無料。１日牙９：００～窓口・電話で受け付け。

ミニチェリーランド
「メモリースタンプ
フォト」

２７日峨
11：00～

１歳半～３歳くらいの親子対象。
各講座とも年間予約者優先。１日
牙９：００～窓口・電話で受け付け。
詳しくは、つどいの広場まで。

①体操のお兄さん
画②ちびっこアト
リエ我③チェリー
ランド牙

４月からの年間予約行事
（１年間）月1回開催

親子ふれあい遊びや壁面制作、リズム
遊び、園庭遊びなどを行います。対象：
俄２歳～未就学児、我１歳児、画０歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

「魔法のピンク」バンドのみなさんと一緒
に音楽を楽しみましょう。対象：０歳児～
未就学児とその保護者。当日自由参加。

親子講座
 ひなまつり
　コンサート

１日牙
1０：３0～

栄養士による講座と試食会（中期食）。試食
対象：０歳児と保護者８組。1日～電話・
窓口にて受け付け。講座は当日自由参加。

食育講座試食会
（中期食）

９日画
10：30～11：５0

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめる様々な活動。詳しくは
「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週火、水、木曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。最終水曜日は身体測定。

子育て相談＆
身体測定

大小2つの築山が魅力の「土の園
庭」を自由に使うことができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろば
緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に行わ
れます。親子制作工作、ダンス・
ゲームなど。詳細は「しおんひろ
ば便り」を参照。自由参加。

チャレンジ
　　　クラブ

毎週火、金曜日
１０：２０～１０：５０

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0
３月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とその
保護者。まで。自由参加。

誕生会９日画
１1：０0～

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

手作りおもちゃがたくさん！お買
い物ごっこをして楽しみません
か？（なくなり次第終了）自由参加。

お店屋さん
ごっこ

１６日画
１０：００～10:45

“たのしいひなまつり”の曲に合
わせて親子で踊ったり、歌ったり
しませんか？自由参加。

ひなまつり会２日画
１１：００～

※要予約。栄養士による講座と
試食会。詳しい内容はHP内の
子育て支援ページ参照。

栄養相談
６日峨・１３日峨・
２２日牙

10：00～12：00銀の鈴保育園
（かんがる～広場）
緯碓４７ 7566
HPからも予約が
できます。活動日
は14：00まで
お部屋を開放して
います

看護師による講座と健康相談、身
体測定。詳しい内容はHP内の
子育て支援ページ参照。

発育相談
すこやか講座

１日牙・８日牙・
１５日牙

９：４５～10：30
制作・リズム・お話など。各種イベ
ント参加案内がある月もあり。対象
年齢などはHP内の子育て支援
ページ参照。※２８日我・13：00～
親子英語教室開催。電話予約のみ。

子育て支援
７日我・１４日我・

２１日我
9：45～10：30
※28日我英語のみ

【子育て相談】（祝日・休日を除く）
会場日時

中央駅前子育て支援センター緯碓42 2911毎週火～日曜日13：00～16：00

小林子育て支援センター緯碓８０ ８７００毎週月～土曜日13：00～16：00

西の原保育園こあら緯碓４５ ０２９１毎週月～金曜日13：00～15：00

草深ふれあい市民センター内・そうふけつどいの広場緯碓４７ ７８8０毎週火～土曜日  9：00～16：00

しおん保育園（しおんひろば）緯碓46 １３２９毎週月～金曜日10：00～15：00

滝野子育て支援センター　緯碓９７ １８２２毎週火～日曜日 13：00～16：00

山ゆり保育園（ぴよぴよクラブ）緯碓９８ 3773毎週月～金曜日  9：00～1１：３0

【公園で遊ぼう（支援センターから）】11：00～11：45※雨天時中止

担当センター内　容会　場日　時
（祝・休日除く）

中央駅前子育て支援センター
（改修工事のため問い合わせは中央
公民館まで緯碓４２ ２９１１）

集まれ外
駅前ひろば（親子
でふれあい遊び）
当日、自由参加

武西学園台街区公園２日画
イオンモール３階イオンホール９日画
大塚前公園１６日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）作って遊ぼう外

草深公園６日峨
木下はなみずき公園１３日峨

西の原保育園こあら
（緯碓４５ ０２９１）

親子
ふれあい遊び西の原北街区公園６日峨

滝野子育て支援センター
（緯碓９７ 1822）

親子
ふれあい遊びたきのひかりのおか公園１５日牙

日時（祝・休日除く）会　場
１１日蚊、２５日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）

２４日臥・15：00～小林図書館（遊戯室）
①１０日臥・1１：00～

②３日臥、１７日臥・1５：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

１日牙、８日牙、１５牙、２２日牙、２９日牙
15：30～小倉台図書館（おはなし室）

１７日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居や大きな絵本など、楽し
いおはなしをご用意してお待ちしています。３月の日程は下記のとおりです。

親子講座「スプリングコンサート」
胸内容…弦楽器の生演奏を親子で楽しみましょう。
胸講師…細野麻弓氏ほか5人。
胸対象…未就学児とその保護者。先着２０組（保育なし）。
胸日時…３月２４日臥・１１：００～。
胸会場…そうふけつどいの広場。
胸参加費…無料。
※１日牙９：００から窓口・電話にて受け付け。
■問 そうふけつどいの広場（緯碓4７ ７８８０）。
※事業の申込みについては、本人または家族に限ります。子育てに関する相談も受け付けています。

お知らせ
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（１１）平成２４年（２０１２）３月１日号

夜、子どもが急に具合が悪くなったら

印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）
佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）

午後７時～翌朝６時平日・土曜日
診療時間

午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）問い合わせ先

千葉県の小児救急電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間

緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線
電話番号

緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付
受け付け９：４５～
開始１０：００～

高花保健センター
Ｈ23年9月生まれ

４カ月児相談8日牙
受け付け１３：30～
開始１３：45～Ｈ23年１０月生まれ

受け付け９：４５～
開始１０：００～

中央保健センター
Ｈ23年７月～８月生まれもぐもぐ教室

（離乳食教室）
１５日牙

受け付け１３：30～
開始１３：45～Ｈ23年４月～５月生まれかみかみ教室 

（離乳食教室）

受け付け
１３：００～１３：３０

開始
１３：００～

本埜保健センターＨ22年６月～８月生まれ１歳６カ月
　　　児健診

７日我

高花保健センター
Ｈ22年８月生まれ９日画

Ｈ21年１２月生まれ２歳児
　　歯科健診

６日峨

本埜保健センターＨ21年１０～１２月生まれ１４日我

中央保健センターＨ20年８月～９月生まれ
３歳児健診

2日画

高花保健センターＨ20年９月生まれ１３日峨

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の
同伴が必要です。

碓伺 かかりつけ医を
持ちましょう

転入者のみなさんへ
胸
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
の
未
手
続
き
の
妊
婦
と
０
歳
児
の
保
護
者
は
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
予
防
接
種
実
施
状
況
が
未
届
け
の
場
合
、
健
診
票
・
予
診
票
が
届
か
な
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
　
歳
未
満
の
人
）。

19

胸
市
外
に
通
学
し
て
い
る
小
学
６
年
生
（
第
２
期
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
の
予

防
接
種
、
な
ら
び
に
小
6
・
中
学
１
年
生
お
よ
び
高
校
２
・
３
年
生
相
当
年
齢
の

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
予
防
接
種
は
、
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
未

接
種
の
人
は
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　2４日臥は8：30～12：30、３０日
画は20：００まで、収納窓口を開設
しています。
　また、納付相談も随時行います。
短期保険証の更新を希望する人は、
事前（休日の場合は前日まで）にご
連絡ください。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用ください。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動車
税、国民健康保険税、介護保険料お
よび後期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、短期
保険証の更新の場合は保険証、納付
相談の場合は印鑑。
架市民税課収納管理班（緯内線３１６）、
国保年金課保険税班（緯内線281）、
国保年金課高齢者医療年金班（緯内
線2８８）、介護福祉課介護保険班（緯
内線277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススススススス（オアシス）））））））））））））））））））））

　市長と直接対話のできる市長談話
室。下表の日程（変更の場合あり）で
開設しています。予約は不要です。
架秘書広報課広報広聴班（緯内線
418・419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

○３月1５日牙
本埜支所

○
３月1５日牙
ふれあいセンター

いんば

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238

市役所会議棟２階

９日画、２７日峨
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から受け付け】※先着8人

市民生活相談
相談員による日常の諸問題（家族・
近隣関係など）

９日画、２７日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】
※日にちにより弁護士が異なります。
※９日は先着10人。２７日は先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・713

９ 日画
10：00～12：00、13：00～14：30

【当日8：45から受け付け】
交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419９日画

10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から受け付け】

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市消費生活センター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
2階

２0日華を除く毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

１１日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会建設業部会によるリフォーム
などの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通市役所

２0日華を除く毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・
　　　　母子自立支援相談
家庭相談員・母子自立支援相談員に
よる、18歳までの子どもや母子家
庭などの問題についての各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター毎週水、金曜日
10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

２0日華を除く毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

２0日華を除く毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

１日牙、１５日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

平成24年1月1日～平成24年1月31日
死者数傷者数人身事故発生数
22人2,023人1,651件千 葉 県
2人57人48件印西警察署管内
2人34人30件印 西 市 内

全国死者数324人　千葉県－全国ワースト2位－

胸交通事故発生状況胸

平成2４年１月3１日現在
昨年との比較今年の累計１月

　－４件４件４件火災
　－１０件３２０件３２０件救急
－１件2件２件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程は、
脅市役所本庁…１０日臥・2４日臥（8：30～17：15）
脅印旛支所…毎週土曜日（8：30～12：00）
脅滝野出張所…毎週土・日曜日（8：30～17：15）
です。

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

中央保健センター６日峨
ふれあいセンターいんば８日牙
本埜保健センター1３日峨
高花保健センター2３日画

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行っ
ています。担当者不在の場合もありますので、来所の際はあら
かじめ中央保健センターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

■予防接種
受付時間会　場対　象日　付

１３：3０～１３：５０高花保健センターポリオ
生後4か月～7歳6か月未満１日牙

●プレママクラス３月（３回）
対象は市内在住の初妊婦と家族　※申込制・定員各２４人

時　間内　容会　場日　付

１0:00～14:00
お母さんと赤ちゃんの栄養
（お話と調理教室）。※エプロ
ン、三角布、ふきん２枚持参、
参加費300円。高花保健

センター

１６日画

１3:00～16:00
妊娠中の過ごし方（助産師さ
んのお話）妊婦体操。2２日牙
プレ子育て体験（沐浴・おむつ
の替え方）。2６日俄

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

●パパママクラス３月
対象は市内在住の初産を迎える夫婦※申込制・定員各２４組

時　間内　容会　場日　付

１３:00～1６:00
プレ子育て体験（沐浴・おむ
つの替え方）、妊婦疑似体験
など。

高花保健
センター３日臥
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（評）満開の桜と縁日が気持ちを
ウキウキさせる作品

第20回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯佳作
怯満開（小林牧場）
怯星野幸一（四街道市）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
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春は竹の子たっぷり春巻き

 予
防
接
種
週
間～忘

れ
ず
に
接
種
を
～
 

－１０９－

いろいろ食べて生活習慣予防外
　材料（４人分）
　春巻きの皮（大）１０枚、タケノコ中１本、山ウド中１／２本、
ニンジン１／２本、ジャガイモ中１個、インゲン８本、ロースハ
ム１０枚、小麦粉（のり用・ふるい用）、塩・こしょう少々、揚げ
焼き用のサラダ油、【付け合わせ】サニーレタス１／２個、ミニ
トマト８個。
　作り方
①春巻きの皮は、斜めに２等分する。
②タケノコ、ニンジン、ジャガイモ、インゲンは、春巻きの皮で
包める長さに太めの短冊切りにして下ゆでしておく。山ウドは、
ほかの材料と同じ大きさに切り、酢水につける。それぞれの材料
に小麦粉をまぶしておく。サニーレタスは食べやすい大きさに
ちぎる。
③ハムの上にタケノコを中心に、ニンジン、山ウド、ジャガイモ、
インゲンなどを置いて塩、こしょうをして巻く。
④春巻きの皮を手前が長辺になるように置き、手前の真ん中に●３ 
を置き左右を織り込みくるくると巻き上げ包みこんで、水で溶い
た小麦粉液で止める。
⑤フライパンに少なめの油を熱し●４ を転がしながら揚げる。
⑥器にサニーレタスをしき、●５ を置き、ミニトマトを添える。　
★１人分の栄養価★
エネルギー 256kcal、たんぱく質13.3g、脂質6.0g、カルシウム 
39mg、塩分1.5ｇ。　
提供…地区健康推進員のみなさん。

印西市観光協会主催

平成２４年（２０１２）３月１日号（１２）
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が
大
変

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
4
月
か
ら
の
入
園
、
入
学
前
準
備

と
し
て
、
母
子
健
康
手
帳
を
チ
ェ
ッ

ク
し
未
接
種
の
予
防
接
種
は
、
早
め

に
か
か
り
つ
け
医
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
V
P
D
は
ご
存
じ
で
す
か

　
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
感
染
症

は
定
期
と
任
意
の
予
防
接
種
の
種
目

で
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
な
い
感
染
症

に
は
、
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症
（
と
び

ひ
、
関
節
炎
な
ど
）
溶
連
菌
感
染
症
、

大
腸
菌
感
染
症
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
感

染
症
な
ど
の
細
菌
感
染
症
、
か
ぜ
症

候
群
、
突
発
性
発
疹
（
は
っ
し
ん
）、

手
足
口
病
、
食
中
毒
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
、
胃
腸
炎
な
ど
の
身
近
な

感
染
症
が
あ
り
ま
す
。
特
に
抵
抗
力

が
落
ち
て
い
る
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、

重
症
化
し
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ワ
ク
チ

ン
で
予
防
で
き
な
い
感
染
症
の
ほ
う

が
多
い
中
で
、
ワ
ク
チ
ン

で
予
防
で
き
る
感
染
症

（
以
下
V
P
D
と
い
う
。）

は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
定
期
と
任

意
予
防
接
種
に
分
か
れ
て

い
る
た
め
、
任
意
予
防
接

種
の
必
要
性
が
低
く
見
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
医
学
的

に
は
定
期
や
任
意
を
区
別

す
る
こ
と
な
く
V
P
D
は
、

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
予
防
接
種
に
は
、
自

己
と
集
団
防
衛
の
2
つ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
が
、
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

の
予
防
接
種
は
、
も
っ
と
も
大
事
な

こ
と
と
い
え
ま
す
。

◎
麻
疹
（
は
し
か
）
排
除
計
画

　
麻
疹
（
は
し
か
）
は
、『
麻
疹
に

な
ら
な
い
。
麻
疹
を
う
つ
さ
な
い
』

と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
、

世
界
各
国
で
排
除
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
感
染
症
の
一
つ
で
す
。
麻
疹

は
感
染
し
て
も
治
療
薬
が
な
く
、
発

症
す
る
と
重
症
化
し
て
命
を
落
と
す

こ
と
も
あ
る
大
変
怖
い
病
気
で
す
。

　
感
染
力
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ

り
も
何
倍
も
強
い
た
め
、
感
染
し
た

人
と
一
緒
の
部
屋
に
い
る
だ
け
で
う

つ
る
感
染
症
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

麻
疹
の
感
染
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

広
が
る
た
め
、
必
ず
予
防
接
種
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
免
疫
を
強
固

に
す
る
た
め
に
2
回
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
印
西
市
の
場
合
、
平
成
　
年
4
月

24

以
降
の
対
象
で
あ
る
中
学
1
年
生
相

当
の
人
、
高
校
3
年
生
相
当
の
年
齢

の
人
は
、
平
成
　
年
度
に
印
西
市
立

21

小
中
学
校
で
前
倒
し
の
集
団
接
種
で

完
了
し
て
い
ま
す
。
転
入
者
で
未
接

種
の
人
は
、
予
防
接
種
実
施
状
況
届

を
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
日
本
脳
炎

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重
い

病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
平
成
　
年
度
か
ら

17

平
成
　
年
度
ま
で
、
日
本
脳
炎
の
積

21

極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
、
現
在
は
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
を
通
常
ど
お
り
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

平
成
7
年
6
月
～
　
年
度
に
生
ま
れ

18

た
人
は
、
平
成
　
～
　
年
度
に
日
本

17

21

脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を

逃
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
で
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
接
種
回
数
な
ど
に
つ
い
て
は
、

印
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　

　
2
0
1
1
年
3
月
　
日
、　
時
　

11

14

46

分
。
悪
夢
の
東
日
本
大
震
災
、
巨
大

な
津
波
、
そ
し
て
原
発
事
故
か
ら
1

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
で
は
、
少
し
ず
つ
復
興
が

進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
こ
の
日
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
1

日
を
過
ご
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
は
市
役
所
3
階
の
自
席
で

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
足

元
が
波
の
よ
う
に
う
ね
り
、
文
書
だ

な
か
ら
は
荷
物
が
崩
れ
落
ち
、
立
っ

て
い
る
の
も
や
っ
と
で
し
た
。
驚
く

間
も
な
く
、
次
々
に
送
ら
れ
て
く
る

悲
劇
的
な
報
道
は
、
津
波
に
の
ま
れ

る
膨
大
な
数
の
家
や
車
の
映
像
で
し

た
。
　
何
よ
り
も
今
、
わ
た
し
た
ち
が
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
あ

の
震
災
を
「
忘
れ
な
い
」
こ
と
、
学

び
・
伝
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
○H 
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